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弥生の新しいミッション
中小企業を元気にすることで、
日本の好循環をつくる。

武藤 健一郎

弥生株式会社
代表取締役 社長執行役員 兼 CEO

会
計
事
務
所
の
Ｄ
Ｘ
推
進
と

弥
生
の
ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス



中
小
企
業
支
援
の

重
要
性
と
弥
生
の
使
命

　
日
本
の
企
業
の
99
％
以
上
を
占
め
る
中
小

企
業
は
、
地
域
経
済
の
活
性
化
や
雇
用
創
出

に
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
多

く
の
中
小
企
業
が
人
手
不
足
や
業
務
の
効
率

化
に
関
す
る
課
題
を
抱
え
て
お
り
、
そ
れ
が

成
長
の
妨
げ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た

課
題
を
解
決
し
、
中
小
企
業
の
成
長
を
後
押

し
す
る
こ
と
が
、
弥
生
の
使
命
で
す
。
私
は
、

「
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
活
用
の
格
差
」
を
取
り
除
い

て
い
く
こ
と
が
こ
れ
か
ら
の
中
小
企
業
の
成

長
に
必
要
不
可
欠
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
弥

生
は
そ
の
解
消
の
た
め
に
業
務
効
率
化
に
よ

る
生
産
性
の
向
上
と
経
営
支
援
に
よ
る
業
績

の
向
上
と
い
う
２
つ
の
重
点
課
題
に
取
り
組

み
ま
す
。
ま
た
、
中
小
企
業
を
支
え
る
弥
生

P
A
P
会
員
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
・
サ

ー
ビ
ス
も
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。
中
小
企

業
に
と
っ
て
、
信
頼
で
き
る
パ
ー
ト
ナ
ー
と

し
て
の
会
計
事
務
所
の
存
在
は
、
経
営
を
支

え
る
大
き
な
力
に
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。 

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ソ
フ
ト
と
ク
ラ
ウ
ド

サ
ー
ビ
ス
の
両
輪
で
成
長
を
支
援

　
弥
生
は
、
ク
ラ
ウ
ド
化
や
Ａ
Ｉ
な
ど
の
最

新
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
を
活
用
し
、
会
計
事
務
所

お
よ
び
事
業
者
の
業
務
効
率
化
を
支
援
し
て

い
ま
す
。
そ
の
中
核
を
担
う
の
が
、
新
た
な

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
「
弥
生 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」。

　
従
来
の
会
計
ソ
フ
ト
の
枠
を
超
え
、
業
務

の
効
率
化
と
デ
ー
タ
の
利
活
用
を
促
進
す
る

プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
で
す
。
会
計
事
務
所
と

顧
問
先
の
連
携
は
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の
経
営
状
況
把
握
や
、
迅

速
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
今
後
の
会
計
業
務
に
お
い
て
Ａ
Ｉ
の
活
用

は
欠
か
せ
な
く
な
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
Ａ

Ｉ
に
よ
る
仕
訳
の
自
動
化
、
デ
ー
タ
分
析
、

異
常
値
検
出
な
ど
、
日
常
業
務
の
さ
ま
ざ
ま

な
場
面
で
Ａ
Ｉ
が
貢
献
す
る
こ
と
で
、
会
計

事
務
所
の
皆
さ
ま
の
業
務
負
担
を
大
幅
に
軽

減
し
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
業
務
に
集
中

で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
経
営
デ

ー
タ
を
Ａ
Ｉ
が
分
析
し
、
将
来
の
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
や
経
営
リ
ス
ク
を
予
測
す
る
こ
と

で
、
顧
問
先
に
対
す
る
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

の
質
も
向
上
し
ま
す
。
弥
生
は
、
Ａ
Ｉ
を
積

極
的
に
取
り
入
れ
な
が
ら
、
皆
さ
ま
の
業
務

を
よ
り
ス
マ
ー
ト
に
し
、
効
率
的
な
経
営
支

援
を
実
現
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　
弥
生
は
今
後
も
会
計
、
商
取
引
領
域
に
お

け
る
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ソ
フ
ト
を
継
続
し
て
提

供
し
て
い
き
ま
す
。
特
に
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員

の
皆
さ
ま
が
利
用
さ
れ
て
い
る
「
弥
生
会
計 

Ａ
Ｅ
」
は
会
計
事
務
所
業
務
を
支
え
る
基
盤

と
な
っ
て
お
り
、
操
作
性
、
利
便
性
の
観
点

か
ら
も
提
供
継
続
は
必
要
不
可
欠
と
考
え
て

い
ま
す
。
弥
生
の
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ソ
フ
ト
と

ク
ラ
ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
両
輪
で
、
皆
さ
ま
の

成
長
を
支
援
し
、
多
様
な
業
務
ス
タ
イ
ル
に

対
応
す
る
環
境
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

会
計
事
務
所
の
役
割
と

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
の
強
化

　
会
計
事
務
所
は
、
単
な
る
記
帳
や
申
告
業

務
の
代
行
者
で
は
な
く
、
顧
問
先
の
経
営
を

支
え
る
戦
略
的
な
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
と
進
化
し

て
い
ま
す
。
経
営
相
談
や
資
金
調
達
の
サ
ポ

ー
ト
、
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
な
ど
、
そ
の
役

割
は
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
弥
生
は
、
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員
の
皆
さ
ま
が

よ
り
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
で
き
る

よ
う
、
支
援
を
強
化
し
て
い
き
ま
す
。
そ
し

て
こ
れ
か
ら
も
会
計
事
務
所
の
皆
さ
ま
と
共

に
歩
み
な
が
ら
、
中
小
企
業
の
成
長
を
支
え
、

日
本
経
済
の
好
循
環
を
実
現
す
る
た
め
、
弥

生
は
こ
れ
か
ら
も
挑
戦
を
続
け
て
ま
い
り
ま

す
。
今
後
と
も
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

Kenichiro Muto武藤 健一郎
サンパウロ・ブラジル生まれ。1994年アンダ
ーセン コンサルティング（現アクセンチュア）
入社。2001年マッキンゼーに入社し、さまざ
まな日米アジアのテック企業の戦略策定と実
行を支援。2012年からは、業務系ソフトウエ
アのカスタマーサポートなどを請け負うスタ
ートアップ企業での日本支社長を経験。 2014
年Google Japanに入社。広告事業責任者と
してスモールビジネスから中堅および大手ま
で幅広い企業の成長・事業課題の解決を支援。
2024年10月 弥生株式会社入社。代表取締役 
社長執行役員 兼 最高経営責任者（CEO）就任。
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Ｄ
Ｘ
投
資
促
進
税
制

５
Ｇ
導
入
促
進
税
制
は
廃
止

　

令
和
７
年
度
税
制
改
正
で
は
、
①
Ｄ
Ｘ

（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
）

投
資
促
進
税
制
と
、
高
速
・
大
容
量
の
通
信

規
格
で
あ
る
５
Ｇ
の
導
入
を
促
す
た
め
に
関

連
す
る
投
資
額
の
一
部
を
法
人
税
か
ら
差
し

引
く
②
５
Ｇ
導
入
促
進
税
制
の
二
つ
が
廃
止

さ
れ
た
。

　
経
済
産
業
省
は
そ
れ
ぞ
れ
廃
止
の
理
由
と

し
て
、「
先
進
的
な
Ｄ
Ｘ
事
例
の
普
及
に
一
定

の
役
割
を
果
た
し
た
。
企
業
・
経
営
者
の
意

識
改
革
や
デ
ジ
タ
ル
人
材
育
成
を
通
じ
て
更

な
る
Ｄ
Ｘ
推
進
を
進
め
る
こ
と
か
ら
、
本
税

制
は
適
用
期
限
を
も
っ
て
廃
止
と
す
る
」
と

し
て
い
る
。

　
一
方
で
、
デ
ジ
タ
ル
化
に
関
す
る
税
制
措

置
と
し
て
は
、
中
小
企
業
者
等
が
機
械
等
を

取
得
し
た
場
合
の
特
別
償
却
ま
た
は
法
人
税

額
等
の
特
別
控
除（
中
小
企
業
投
資
促
進
税

制
）
期
限
が
２
０
２
７
年
３
月
末
ま
で
延
長

さ
れ
た
。
企
業
は
引
き
続
き
設
備
投
資
に
対

す
る
税
制
上
の
優
遇
を
受
け
ら
れ
る
。

　
今
回
の
税
制
が
ら
み
で
は
な
い
が
、
経
済

産
業
省
で
は
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に

軸
足
を
置
い
た
制
度
と
し
て
中
小
企
業
向
け

に
安
価
で
効
果
的
な
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ

ィ
対
策
を
提
供
す
る
「
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
お
助
け
隊
サ
ー
ビ
ス※

」
を
案
内
し
て
い

る
。
同
サ
ー
ビ
ス
は
、
ユ
ー
ザ
ー
か
ら
の
相

談
を
受
け
付
け
る
窓
口
の
設
置
、
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
や
端
末
に
よ
る
24
時
間
見
守
り
、
専
門

知
識
が
な
く
て
も
導
入
・
運
用
で
き
る
よ
う

に
工
夫
さ
れ
た
仕
組
み
を
は
じ
め
、
突
発
的

に
発
生
す
る
駆
け
つ
け
費
用
を
補
償
す
る
簡

易
サ
イ
バ
ー
保
険
な
ど
を
支
援
す
る
。
中
小

企
業
向
け
に
国
が
認
定
し
た
サ
ー
ビ
ス
な
の

で
安
心
し
て
利
用
で
き
る
。

　
な
お
、
サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
お
助
け

サ
ー
ビ
ス
は
Ｉ
Ｔ
導
入
補
助
金（
セ
キ
ュ
リ

テ
ィ
対
策
推
進
枠
）
の
対
象
と
な
っ
て
お
り
、

お
助
け
隊
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
初
期
費
用
や

導
入
費
用
を
２
年
間
分
、
中
小
企
業
は
１
／

２
、
小
規
模
事
業
者
は
２
／
３
の
補
助
を
、

最
大
１
５
０
万
円
ま
で
受
け
ら
れ
る
。

期
限
延
長
な
し
で
囁
か
れ
る

「
こ
れ
で
最
後
」

　
令
和
７
年
度
税
制
改
正
で
は
、
事
業
承
継

税
制
に
お
け
る
後
継
者
要
件
の
一
つ
で
あ
る

「
事
業
承
継
前
３
年
以
上
の
役
員
就
任
要
件
」

が
緩
和
さ
れ
る
。

　
事
業
承
継
税
制
は
、
中
小
企
業
の
経
営
者

や
個
人
事
業
主
の
後
継
者
が
取
得
し
た
株
式

や
事
業
用
資
産
に
つ
い
て
、
そ
の
贈
与
税
・

相
続
税
の
全
額
が
猶
予
ま
た
は
免
除
さ
れ
る

特
例
措
置
。
こ
の
法
人
版
・
個
人
版
事
業
承

継
税
制（
特
例
措
置
）
の
適
用
を
受
け
る
た

め
に
は
、
後
継
者
が
法
人
の
役
員
就
任
期
間

が
継
続
し
て
３
年
以
上
と
さ
れ
て
い
る
。
個

人
事
業
主
の
場
合
は
事
業
へ
の
従
事
期
間
が

３
年
以
上
だ
。
そ
の
た
め
、
事
業
承
継
税
制

の
実
施
期
限
が
法
人
同
９
年
12
月
末
日
、
個

人
事
業
主
が
同
10
年
12
月
末
日
と
な
っ
て
い

る
た
め
、
法
人
の
場
合
で
は
あ
れ
ば
、
昨
年

末
ま
で
に
役
員
に
就
任
し
て
い
る
必
要
が
あ

っ
た
。
そ
れ
が
今
回
の
改
正
で
、
法
人
の
場

合
「
贈
与
の
直
前
時
点
で
役
員
で
あ
れ
ば
適

用
可
能
」
と
な
り
、
実
質
、
事
業
承
継
税
制

の
期
限
到
来
ま
で
に
役
員
に
就
任
し
て
い
れ

ば
良
い
こ
と
に
な
っ
た
。
個
人
事
業
主
の
場

合
も
同
様
に
直
前
ま
で
に
事
業
を
引
き
継
い

で
い
れ
ば
良
く
な
っ
た
。

　
今
回
の
改
正
で
は
、
事
業
承
継
税
制
の
期

限
延
長
が
期
待
さ
れ
て
い
た
が
、
期
限
に
つ

い
て
は
触
れ
ず
、
適
用
要
件
だ
け
見
直
さ
れ

た
格
好
。
専
門
家
の
間
で
は
「
期
限
を
い
じ

ら
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
、
こ
れ
で
最
後

に
な
る
可
能
性
が
高
い
」
と
指
摘
す
る
声
も

多
い
。
使
い
勝
手
が
か
な
り
良
く
な
っ
た
事

業
承
継
税
制
だ
け
に
、
顧
問
先
の
事
業
承
継

で
は
上
手
く
活
用
し
て
い
き
た
い
。

02
NEWS

サ
イ
バ
ー
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
の
補
助
金
支
援

01
NEWS

中
小
企
業
の
事
業
承
継
税
制　

役
員
就
任
要
件
が
緩
和

ここでは最近話題になり、
会計事務所の実務において
押さえておきたい“税”や
“会計事務所業界”に関する
ニュースをピックアップして
ご紹介します。

PICK UP
NEWS

改正のポイント
役員就任要件の緩和
贈与の日まで引き続き３年以上
役員を務めていることが必要現　行

贈与の直前時点で役員であれば
適用可能に変更改正後

事業従事要件の緩和（個人版）
贈与の日まで引き続き３年以上
事業に従事していることが必要現　行

贈与の直前時点で事業に従事
していれば適用可能に変更改正後

40年以上にわたり、中小企業の業務支援を行ってきた弥生に、2024年10月 、新社
長として武藤健一郎が就任しました。2025年1月15日には、弥生の新しいミッショ
ン・ビジョン・バリューを刷新※し、「中小企業を元気にすることで、日本の好循環をつ
くる。」という意志を掲げ、日本経済全体の成長を目指す内容となっています。その実
現のため武藤のリーダーシップのもと、今後弥生が目指す姿をお伝えします。

弥生の新しいミッション
中小企業を元気にすることで、日本の好循環をつくる。をつくる。

※ 弥生、新たなミッション・ビジョン・バリューを策定
    https://www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn695

※ サイバーセキュリティお助け隊サービス
    https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/otasuketai.html 02YAYOI LINK Journal Vol.03ー June 202503 YAYOI LINK Journal Vol.03ー June 202503 YAYOI LINK Journal Vol.03ー June 2025

https://www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn695
https://www.meti.go.jp/policy/netsecurity/otasuketai.html


と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
自
己
解
決
を
促
進
す
る
た
め
、
画

面
上
の
説
明
強
化
や
Ｆ
Ａ
Ｑ
コ
ン
テ
ン
ツ
の

追
加
な
ど
も
実
施
し
、
よ
り
直
感
的
に
操
作

い
た
だ
け
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
ま
す
。

注
目
の
機
能

　
２
０
２
５
年
４
月
、
つ
い
に
「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
正
式
に
リ
リ
ー
ス
い
た
し
ま

し
た
。
半
年
間
の
先
行
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

経
て
、
以
下
の
よ
う
な
新
機
能
を
追
加
し
て

い
ま
す
。

●
イ
ン
ポ
ー
ト
機
能

　
従
来
の
会
計
ソ
フ
ト
か
ら
仕
訳
デ
ー
タ
を

「
弥
生
イ
ン
ポ
ー
ト
形
式
」
で
エ
ク
ス
ポ
ー

ト
い
た
だ
け
れ
ば
、「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」

へ
ス
ム
ー
ズ
に
取
り
込
み
可
能
で
す（
図
1
）。

ま
た
、「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
に
登
録
さ

れ
て
い
な
い
勘
定
科
目
は
、
新
規
で
追
加
す

る
か
、
既
存
の
科
目
に
置
換
す
る
か
を
選
択

で
き
ま
す（
図
2
）。
こ
れ
に
よ
り
、
従
来

の
会
計
デ
ー
タ
を
引
き
継
ぎ
な
が
ら
、
ク
ラ

ウ
ド
環
境
へ
の
移
行
が
容
易
に
な
り
ま
す
。

●
固
定
資
産
管
理
機
能

　
固
定
資
産
管
理
に
つ
い
て
は
、
購
入
仕
訳

と
の
紐
づ
け
や
、
税
務
ソ
フ
ト
と
の
連
携
を

強
化
し
ま
し
た
。
ま
た
、
優
良
な
電
子
帳
簿

の
要
件
に
も
対
応
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

固
定
資
産
の
管
理
か
ら
仕
訳
処
理
、
税
務
連

携
ま
で
ス
ム
ー
ズ
に
対
応
可
能
で
す（
図
3
）。

●
資
金
予
測
機
能
β
版

　
資
金
予
測
機
能
は
、
登
録
さ
れ
た
過
去
の

仕
訳
を
も
と
に
、
将
来
の
資
金
繰
り
を
予
測

す
る
機
能
で
す
。
一
定
量
の
仕
訳
デ
ー
タ
が

蓄
積
さ
れ
る
と
、
ホ
ー
ム
画
面
に
未
来
の
資

「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」と
は

  「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、
会
計
業
務

の
自
動
化
と
財
務
状
況
の
可
視
化
を
実
現
す

る
ク
ラ
ウ
ド
型
会
計
シ
ス
テ
ム
で
す
。
簿
記

や
会
計
の
専
門
知
識
が
な
く
て
も
簡
単
に
操

作
で
き
る
デ
ザ
イ
ン
と
、
シ
ン
プ
ル
な
Ｕ
Ｉ

（
ユ
ー
ザ
ー
イ
ン
タ
ー
フ
ェ
ー
ス
）
が
特
徴

で
す
。
経
営
者
が
経
営
判
断
を
迅
速
に
行
う

こ
と
が
で
き
、
本
業
に
専
念
す
る
時
間
が
増

や
せ
ま
す
。

　
ま
た
、「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
に
お
申

し
込
み
い
た
だ
く
と
、「
弥
生
請
求 

Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
」「
弥
生
経
費 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」「
弥
生
証
憑 

Ｎ

ｅ
ｘ
ｔ
」
も
同
時
に
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

各
シ
ス
テ
ム
間
の
設
定
は
共
通
化
さ
れ
て
お

り
、
仕
訳
へ
の
連
携
も
ス
ム
ー
ズ
で
す
。
こ

れ
に
よ
り
、
経
営
者
は
業
務
の
手
を
止
め
る

こ
と
な
く
、
効
率
的
な
経
理
・
会
計
業
務
を

行
う
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

先
行
体
験
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら

見
え
た
顧
客
の
実
像

　
２
０
２
４
年
10
月
に
先
行
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
募
集
を
開
始
し
、
約
半
年
間
で
多
く
の

事
業
者
、
会
計
事
務
所
の
皆
さ
ま
に
利
用
い

た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
間
、
良
い
評
価
も
厳

し
い
ご
意
見
も
数
多
く
い
た
だ
き
、
サ
ー
ビ

ス
の
改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
利
用
い
た
だ
い
た
こ
と
で
、
仕
訳
作
業
や

口
座
連
携
、
証
憑
登
録
な
ど
の
業
務
に
お
い

て
「
ど
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
立
ち
止
ま
る
の

か
」
が
明
確
と
な
り
、
導
線
設
計
の
見
直
し

や
不
足
機
能
の
拡
張
を
実
施
す
る
き
っ
か
け

次世代本部
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2024 年 10 月に先行体験プログラムの募集を開始した「弥生会計 Next」は、事業者や弥生
PAP 会員からの声を取り入れながらサービス開発・改善に努め、ついに 2025 年 4 月より正
式にリリースをいたしました。今回は、注目していただきたい機能やパートナープランについ
てご紹介します。

クラウドサービス「弥生会計 Next」
正式リリース

生
Ｐ
Ａ
Ｐ
年
会
費
に
含
め
て
無
償
で
提
供
し

て
お
り
ま
す
。「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」「
弥

生
請
求 
Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」、「
弥
生
経
費 

Ｎ
ｅ

ｘ
t
」、「
弥
生
証
憑 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
ご
利
用

い
た
だ
け
ま
す
。 

②
代
行
業
務
用 （
2
0
2
5
年
秋
以
降
提
供

予
定
）

　
顧
問
先
の
記
帳
代
行
業
務
に
ご
利
用
い
た

だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
10
事
業
所
デ
ー
タ

分
を
年
会
費
に
含
め
て
無
償
で
提
供
し
ま
す
。

11
社
以
上
は
ご
利
用
の
事
業
所
デ
ー
タ
数
に

応
じ
て
割
引
単
価
が
適
用
さ
れ
た
料
金
を
請

求
い
た
し
ま
す
。 「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」

と
「
弥
生
証
憑 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
ご
利
用
い

た
だ
け
ま
す
。 

③
セ
ミ
ナ
ー
業
務
用（
2
0
2
5
年
秋
以
降

提
供
予
定
） 

　
社
内
研
修
や
顧
問
先
向
け
の
セ
ミ
ナ
ー
・

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
に
ご
利
用
い
た
だ

け
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。
30
事
業
所
デ
ー
タ
分

を
年
会
費
に
含
め
て
無
償
で
ご
提
供
し
ま
す
。

「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
に
加
え
て
、「
弥
生

請
求 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」、「
弥
生
経
費 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」、

「
弥
生
証
憑 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
た
だ
し
、
ユ
ー
ザ
ー
数
や
デ
ー
タ

保
存
期
間
、
機
能
に
制
限
が
入
る
予
定
で
す
。 

　
な
お
、
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
で
は
、
利
用

ユ
ー
ザ
ー
数
を
追
加
し
て
も
追
加
料
金
は
か

か
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
２
０
２
５
年
秋
以
降

に
は
事
業
所
デ
ー
タ
数
に
依
ら
ず
無
償
で
ご

利
用
い
た
だ
け
る
リ
リ
ー
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

を
実
施
予
定
で
す
。 

　

今
後
も
「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
継

続
的
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
な
が
ら
よ
り
皆
さ

ま
が
使
い
や
す
い
製
品
に
進
化
し
て
ま
い
り

ま
す
。 

　
こ
れ
に
よ
り
、
ス
モ
ー
ル
ビ
ジ
ネ
ス
を
営

む
事
業
者
の
皆
さ
ま
が
「
会
計
・
請
求
・
経

費
・
証
憑
の
管
理
」
を
一
元
的
に
ク
ラ
ウ
ド

上
で
完
結
で
き
る
環
境
が
整
い
ま
し
た
。

今
後
に
向
け
て

　
「
弥
生
会
計 

N
e
x
t
」
の
公
式
サ
イ

ト
や
各
種
サ
ポ
ー
ト
サ
イ
ト
で
の
情
報
提
供

も
随
時
強
化
し
て
い
く
予
定
で
す
。
ま
た
、

今
後
は
Ａ
Ｉ
技
術
を
活
用
し
た
経
営
支
援
や
、

さ
ら
な
る
外
部
連
携
機
能
の
強
化
な
ど
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
引
き
続
き
、
利
用
者
の
皆
さ
ま
か
ら
の
フ

ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
を
積
極
的
に
受
け
止
め
、
よ

り
良
い
会
計
体
験
を
提
供
し
て
ま
い
り
ま
す
。

ぜ
ひ
、「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
ご
活
用

い
た
だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

「
弥
生 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」

パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て 

  「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
事
業
者
向
け

の
料
金
プ
ラ
ン※
※

に
加
え
、
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員

の
皆
さ
ま
に
「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を

活
用
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
よ
う
「
弥
生 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
を
ご
用
意

し
て
お
り
ま
す※
※

。 「
弥
生 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
パ

ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
を
ご
契
約
い
た
だ
く
と
、

①
自
社
業
務
用
、
②
代
行
業
務
用
、
③
セ
ミ

ナ
ー
業
務
用
の
3
用
途
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利

用
い
た
だ
け
ま
す
。 

①
自
社
業
務
用（
2
0
2
5
年
4
月
提
供
開

始
） 

　
自
社
の
業
務
管
理
に
ご
利
用
い
た
だ
け
る

サ
ー
ビ
ス
で
す
。
１
事
業
所
デ
ー
タ
分
を
弥

・「
弥
生
経
費 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
…
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン（
以
降
「
ス
マ
ホ
」
と
称
す
る
）
に
対

応
し
、
ス
マ
ホ
か
ら
経
費
の
申
請
お
よ
び
ス

マ
ホ
の
カ
メ
ラ
で
撮
影
し
た
証
憑
の
送
付
が

可
能
に
な
り
ま
し
た
。

・「
弥
生
請
求 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
…
取
引
先
へ
の

メ
ー
ル
送
信
機
能
や
証
憑
イ
メ
ー
ジ
の
プ
レ

ビ
ュ
ー
機
能
を
追
加
し
、
ホ
ー
ム
画
面
の
改

修
に
よ
り
発
行
漏
れ
な
ど
の
チ
ェ
ッ
ク
が
可

能
と
な
り
ま
し
た
。

・「
弥
生
証
憑 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
…
ス
マ
ホ
か
ら

の
証
憑
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
に
加
え
、
Ｏ
Ｃ
Ｒ
機

能
に
よ
り
証
憑
デ
ー
タ
を
読
み
取
り
、「
弥
生

会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
へ
仕
訳
の
連
携
が
可
能

に
な
り
ま
し
た
。
加
え
て
、
既
存
の
仕
訳
に

対
し
て
後
か
ら
証
憑
を
追
加
で
き
る
機
能
も

搭
載
し
ま
し
た
。

金
情
報
が
自
動
表
示
さ
れ
ま
す
。
特
別
な
設

定
は
不
要
で
、
利
用
者
が
自
然
と
資
金
繰
り

の
可
視
化
を
実
現
で
き
る
仕
組
み
で
す
。
現

在
は
β
版
と
し
て
提
供
を
開
始
し
て
お
り
、

今
後
も
利
用
者
の
声
を
基
に
精
度
向
上
を
目

指
し
て
い
き
ま
す（
図
4
）。

●
各
「
弥
生 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
製
品
の
バ
ー
ジ

ョ
ン
ア
ッ
プ

　

併
せ
て
「
弥
生 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
の
各
製
品

も
大
幅
に
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。
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図2 未登録の勘定科目登録選択画面図1 仕訳帳画面（インポート結果）

図3 固定資産台帳画面

図4 資金予測β版 キャッシュ評価画面

※1 料金プラン www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn6952 ※2 「弥生 Next」パートナープランリリースのお知らせ
    www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn6954
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け
る
環
境
を
整
え
て
い
ま
す
の
で
、
主
婦
層

の
応
募
も
多
い
で
す
。
採
用
し
て
感
じ
る
の

は
、
女
性
は
仕
事
が
丁
寧
で
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
能
力
も
高
い
こ
と
で
す
。
会
社
の

受
付
に
女
性
が
多
い
の
も
、
相
対
的
に
人
当

た
り
が
良
い
と
い
う
の
も
理
由
だ
と
思
い
ま

す
。
顧
問
先
と
面
談
す
る
と
き
も
、
女
性
の

こ
う
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
高

さ
が
、
弊
事
務
所
と
し
て
は
非
常
に
プ
ラ
ス

に
な
っ
て
い
ま
す
。

内
野　
採
用
サ
イ
ト
に
社
員
の
声
を
入
れ
て

か
ら
、
採
用
サ
イ
ト
経
由
で
の
応
募
も
増
え

て
い
ま
す
。
感
覚
的
に
は
求
人
サ
イ
ト
と

半
々
ぐ
ら
い
で
す
。

　
そ
れ
と
、
以
前
か
ら
地
元
の
大
学
と
連
携

し
て
新
卒
採
用
に
も
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

若
い
ス
タ
ッ
フ
が
増
え
る
と
事
務
所
も
活
気

づ
き
ま
す
ね
。

―
ス
タ
ッ
フ
の
研
修
は
ど
の
よ
う
に
進
め

て
い
ま
す
か
？

内
田（
裕
）　
新
卒
、
中
途
採
用
の
ス
タ
ッ

フ
に
は
、
１
年
間
で
必
要
な
知
識
を
身
に
つ

け
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
基
づ
く
研
修
制
度
を

用
意
し
て
い
ま
す
。

　
既
存
ス
タ
ッ
フ
は
、
事
務
所
全
体
で
の
研

修
の
ほ
か
、
医
療
・
相
続
な
ど
の
分
野
ご
と

に
実
務
に
即
し
た
勉
強
会
を
開
催
し
て
い
ま

す
。
内
容
は
動
画
で
共
有
し
て
お
り
、
他
の

ス
タ
ッ
フ
も
自
由
に
視
聴
で
き
ま
す
。

ク
ラ
ウ
ド
に
よ
る
デ
ー
タ
連
携
で

記
帳
代
行
業
務
を
省
力
化

―
現
在
、
事
務
所
の
D
X
化
は
、
ど
の
よ

う
に
進
め
て
い
ま
す
か
？

内
田（
裕
）　
事
務
所
の
Ｄ
Ｘ
戦
略
は
、
単

な
る
デ
ジ
タ
ル
化
を
超
え
た
、
顧
客
価
値
の

最
大
化
を
目
指
す
包
括
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
と

考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
た
第
一

歩
と
し
て
、
ま
ず
は
記
帳
代
行
業
務
を
効
率

化
さ
せ
る
目
的
で
、
顧
問
先
と
デ
ー
タ
連
携

を
進
め
る
こ
と
に
力
を
入
れ
て
お
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
顧
問
先
の
棚
卸
を
し
て
、
ど
の

よ
う
に
デ
ー
タ
連
携
し
て
い
け
る
か
ラ
ン
ク

分
け
し
ま
し
た
。
ラ
ン
ク
分
け
す
る
こ
と
で
、

共
通
の
課
題
が
見
え
て
き
ま
す
の
で
、
そ
れ

を
ど
の
よ
う
に
解
決
し
て
い
く
か
、
現
在
は

そ
こ
に
注
力
し
て
い
ま
す
。
目
標
は
、
顧
問

先
の
会
計
デ
ー
タ
の
収
集
・
管
理
に
つ
い
て

の
デ
ジ
タ
ル
化
で
す
。
預
金
通
帳
や
請
求
書
、

経
費
精
算
な
ど
の
デ
ー
タ
連
携
を
進
め
、
こ

の
夏
に
は
顧
問
先
の
80
％
の
デ
ー
タ
を
デ
ジ

タ
ル
で
受
け
取
る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま

す
。
ま
た
、
併
せ
て
Ｉ
Ｔ
支
援
部
門
を
設
置

し
、
お
客
さ
ま
の
業
務
効
率
化
を
サ
ポ
ー
ト

し
て
い
ま
す
。

藤
川　
会
計
事
務
所
と
し
て
は
帳
簿
作
成
も

基
幹
業
務
の
一
つ
で
す
が
、
入
力
作
業
を
減

ら
せ
る
よ
う
に
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
を
積
極
的

に
使
っ
て
い
く
こ
と
で
す
。
そ
の
意
味
で
、

顧
問
先
か
ら
は
な
る
べ
く
デ
ー
タ
で
い
た
だ

く
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
デ
ー
タ
連
携
に
お

い
て
最
も
重
要
な
の
は
、
ク
ラ
ウ
ド
会
計
ソ

フ
ト
の
活
用
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ク
ラ
ウ

ド
版
の
「
弥
生
会
計
」
は
、
そ
の
意
味
で
重

要
な
ツ
ー
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。
リ
ア
ル
タ

イ
ム
で
の
デ
ー
タ
共
有
な
ど
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
の
力
を
最
大
限
に
活
用
し
、
単
な
る
帳
簿

I N T ER V I E W

内
田（
佳
）　
ス
タ
ッ
フ
数
は
、
税
理
士
が

5
名
、
そ
の
他
非
常
勤
税
理
士
５
名
、
全
体

で
91
名
で
す
。
顧
問
先
数
は
、
個
人
が
約

1
3
0
件
、
法
人
が
約
4
7
0
件
で
合
計
約

６
０
０
件
と
な
っ
て
い
ま
す
。
積
極
的
に
顧

問
先
を
増
や
し
て
い
な
い
と
言
い
ま
し
た
が
、

地
域
密
着
で
や
っ
て
い
る
と
、
顧
問
先
や
取

引
先
か
ら
ご
紹
介
い
た
だ
く
こ
と
も
多
く
、

自
然
に
関
与
す
る
お
客
さ
ま
は
広
が
っ
て
い

ま
す
。

内
田（
裕
）　
東
京
な
ど
の
都
市
部
と
は
異

な
り
、
長
崎
で
起
業
す
る
方
は
そ
れ
ほ
ど
多

く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
、
創
業
直
後
の

法
人
に
関
与
す
る
機
会
は
あ
ま
り
多
く
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
個
人
事
業
主
の
顧
問
先
が
法

人
化
す
る
ケ
ー
ス
は
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
既

存
の
顧
問
先
が
新
た
な
事
業
を
始
め
る
の
で
、

そ
の
会
社
も
見
て
欲
し
い
と
い
う
ご
要
望
を

い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
顧
問
先
は
長

崎
県
内
全
域
に
わ
た
っ
て
お
り
、
離
島
に
も

顧
問
先
が
い
ま
す
。

採
用
サ
イ
ト
か
ら
の

応
募
を
増
や
す

―
最
近
は
、
人
手
不
足
も
あ
り
事
務
所
の

人
材
採
用
で
苦
戦
す
る
ケ
ー
ス
が
多
い
で
す

が
、
採
用
に
関
し
て
は
ど
う
で
す
か
。

内
田（
佳
）　
中
途
採
用
を
メ
イ
ン
に
行
っ

て
い
ま
す
。 

主
に
求
人
サ
イ
ト
と
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
を
利
用
し
て
い
ま
す
が
、
求
人
サ
イ

ト
か
ら
の
応
募
が
多
い
で
す
。

内
田（
裕
）　
コ
ロ
ナ
禍
前
か
ら
テ
レ
ワ
ー

ク
を
推
進
し
て
お
り
、
子
育
て
し
な
が
ら
働

―
現
在
ど
う
い
っ
た
事
務
所
運
営
を
さ
れ

て
い
る
か
、
特
に
力
を
入
れ
て
い
る
サ
ー
ビ

ス
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

内
田（
佳
）　
事
務
所
の
方
針
と
し
て
は
、

営
業
エ
リ
ア
拡
大
や
顧
問
先
数
を
積
極
的
に

増
や
す
こ
と
よ
り
も
、
地
元
に
密
着
し
て
、

長
崎
県
内
の
お
客
さ
ま
を
応
援
す
る
と
い
う

こ
と
を
基
本
方
針
に
し
て
い
ま
す
。
既
存
の

顧
問
先
に
、
い
か
に
き
ち
ん
と
し
た
サ
ー
ビ

ス
提
供
が
で
き
る
か
、
そ
こ
に
こ
だ
わ
っ
て

経
営
し
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に
提
供
し
て

い
る
サ
ー
ビ
ス
も
、
一
部
の
税
目
に
専
門
特

化
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
顧
問
先
の

「
社
外
重
役
」
と
し
て
、
顧
問
先
が
発
展
し

て
い
け
る
サ
ポ
ー
ト
は
で
き
る
限
り
お
手
伝

い
さ
せ
て
い
た
だ
く
姿
勢
で
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
顧
問
先
か
ら
の
依
頼
で
あ
れ
ば
、
事

務
所
で
の
対
応
が
難
し
い
と
き
に
は
、
他
士

業
な
ど
と
連
携
し
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
し
て
い

ま
す
。

内
田（
裕
）　
事
務
所
グ
ル
ー
プ
と
し
て
税

理
士
法
人
内
田
会
計
事
務
所
の
ほ
か
、
株
式

会
社
内
田
会
計
事
務
所
、
一
般
社
団
法
人
バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
有
限

会
社
医
療
福
祉
評
価
セ
ン
タ
ー
、
行
政
書
士 

内
田
佳
伯
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。
株
式
会
社

内
田
会
計
事
務
所
は
医
業
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
や
保
険
関
係
事
業
を
手
掛
け
て
お
り
、
バ

ッ
ク
オ
フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
は
Ｄ
Ｘ

化
促
進
の
業
務
支
援
、
医
療
福
祉
評
価
セ
ン

タ
ー
は
介
護
施
設
の
外
部
評
価
事
業
な
ど
を

行
っ
て
い
ま
す
。

―
現
在
の
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
数
、
顧
問

先
数
は
ど
の
く
ら
い
で
す
か
？

INTERVIEW

多くの会計事務所がデジタル技術を活用しながら、
顧問先ニーズに応えていく必要性を感じている。
しかし、実際には長年の業務プロセスや事務所独自の慣習があるため、
デジタルトランスフォーメーション（DX）化は一筋縄でいかない。
今回は、着実に事務所のDX化を進め、業務の効率化、
スタッフのレベル向上などに取り組んでいる
税理士法人内田会計事務所（長崎県長崎市）にそのポイントなどを伺った。

税理士法人
内田会計事務所
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内田 佳伯

1975年、長崎県長崎市生まれ。
税理士法人内田会計事務所 
代表社員税理士。内田会計グ
ループ代表。
グループ全体の統括とあわ
せて、代表として地元経済界
や士業団体など外部とのネ
ットワークづくりも担当し
ている。
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驚
く
ほ
ど
ス
ム
ー
ズ
に
処
理
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

内
野　
ク
ラ
ウ
ド
化
で
リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
の

デ
ー
タ
共
有
が
可
能
に
な
る
こ
と
か
ら
、
会

計
事
務
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
も
リ

ア
ル
タ
イ
ム
で
行
え
ま
す
。
ま
た
、
複
数
拠

点
や
異
な
る
担
当
者
間
で
の
デ
ー
タ
共
有
も

容
易
で
す
。

　
今
後
、「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、
財
務

分
析
機
能
や
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
機
能
が
充
実

し
て
い
く
と
伺
っ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
う
し

た
機
能
に
よ
り
経
営
者
は
常
に
最
新
の
財
務

状
況
か
ら
直
接
経
営
に
結
び
付
く
判
断
を
で

き
る
よ
う
に
な
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　
現
時
点
で
導
入
に
適
し
て
い
る
業
種
は
、

入
力
が
シ
ン
プ
ル
で
売
上
や
仕
入
れ
が
比
較

的
固
定
的
な
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
美
容
室
な
ど
が

あ
げ
ら
れ
ま
す
。
デ
ー
タ
が
自
動
連
携
さ
れ

る
こ
と
で
、
経
営
者
が
早
期
に
数
字
を
把
握

し
た
い
と
考
え
て
い
る
企
業
に
も
最
適
で
す
。

内
田（
裕
）　
将
来
的
に
は
、
単
な
る
会
計

ソ
フ
ト
を
超
え
て
、
経
営
分
析
や
資
金
繰
り

の
改
善
ツ
ー
ル
へ
と
進
化
す
る
可
能
性
を
秘

め
て
い
ま
す
。
業
種
別
の
平
均
デ
ー
タ
提
供

や
、
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
た
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
、
会
計
事
務
所
の
付
加
価
値
を
高
め
る
機

能
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

内
田（
佳
）　
会
計
事
務
所
と
し
て
は
、
業

種
、
地
域
、
規
模
別
に
役
員
報
酬
や
役
員
退

職
金
な
ど
の
情
報
を
得
ら
れ
た
ら
役
立
ち
ま

す
ね
。
税
務
調
査
で
否
認
さ
れ
る
こ
と
が
多

い
の
が
こ
の
二
つ
。
国
税
当
局
は
申
告
デ
ー

タ
を
管
理
し
て
い
る
た
め
十
分
な
情
報
を
持

っ
て
い
ま
す
が
、
わ
れ
わ
れ
は
適
正
な
相
場

の
情
報
は
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。

藤
川　
た
だ
、
導
入
し
て
い
く
に
あ
た
っ
て

課
題
も
感
じ
ま
し
た
。
デ
ー
タ
連
携
の
ル
ー

ル
設
定
な
ど
に
あ
た
り
、
お
客
さ
ま
の
理
解

と
協
力
が
不
可
欠
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。
会

計
事
務
所
に
は
、
ク
ラ
ウ
ド
化
に
向
け
た
社

員
の
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
と
、
顧
客
へ
の
丁
寧
な

説
明
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

内
野　
別
法
人
で
一
般
社
団
法
人
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
ズ
を
運
営
し
て
お

り
ま
す
が
、
こ
こ
で
は
中
小
企
業
に
対
す
る

Ｄ
Ｘ
化
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。
I
T
ツ
ー

ル
を
ど
の
よ
う
に
活
用
し
た
ら
よ
い
か
、
業

務
プ
ロ
セ
ス
の
構
築
か
ら
導
入
、
活
用
、
問

題
解
決
ま
で
細
か
な
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
ま
す
。
中
小
企
業
や
個
人
の
場
合
、
こ
う

し
た
細
か
な
サ
ポ
ー
ト
が
不
可
欠
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。

―
「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
に
期
待
す

る
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

内
田（
裕
）　
日
本
社
会
全
体
で
人
手
不
足

と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
言
わ

れ
て
お
り
ま
す
。
労
働
時
間
の
省
力
化
と
し

て
、
会
計
事
務
所
業
界
で
あ
れ
ば
会
計
帳
簿

の
作
成
に
か
け
る
労
働
を
い
か
に
効
率
化
で

き
る
か
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
前
提
条

件
が
デ
ー
タ
連
携
で
あ
り
、
そ
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
に
お
い
て
「
弥
生
会
計 

N
e
x
t
」

に
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

内
田（
佳
）　
税
理
士
業
界
は
高
齢
化
が
進

ん
で
お
り
、
Ｄ
Ｘ
化
と
い
っ
て
も
対
応
に
苦

慮
し
て
い
る
方
も
少
な
く
な
い
と
思
い
ま
す
。

弥
生
に
は
そ
う
し
た
方
向
け
に
、「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
の
情
報
発
信
や
研
修
を
こ
れ
ま

で
以
上
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。

―
最
後
に
弥
生
P
A
P
会
員
の
皆
さ
ま
へ

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

内
田（
佳
）　
デ
ジ
タ
ル
時
代
の
会
計
事
務

所
は
、
単
な
る
数
字
の
記
録
者
か
ら
、
経
営

の
戦
略
的
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
と
進
化
し
て
い
ま

す
。「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、
そ
の
変

革
を
支
え
る
最
先
端
の
ツ
ー
ル
で
す
。
皆
さ

ま
の
ビ
ジ
ネ
ス
を
加
速
さ
せ
る
機
能
が
搭
載

さ
れ
て
お
り
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
の
力
で
、
顧

客
に
よ
り
深
い
価
値
が
提
供
で
き
ま
す
。
デ

ジ
タ
ル
化
は
選
択
肢
で
は
な
く
、
生
存
戦
略
。

共
に
未
来
を
切
り
開
き
ま
し
ょ
う
。

I N T ER V I E W

デ
ー
タ
取
り
込
み
の
や
り
方
を
見
直
す
こ
と

で
改
善
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

内
田（
裕
）　
顧
問
先
へ
の
訪
問
は
、
基
本

的
に
自
動
車
と
な
り
ま
す
が
、
往
復
だ
け
で

１
～
２
時
間
か
か
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
れ

を
オ
ン
ラ
イ
ン
面
談
に
変
え
ら
れ
た
ら
か
な

り
の
業
務
効
率
化
が
図
れ
ま
す
。
顧
問
先
と

は
ク
ラ
ウ
ド
で
デ
ー
タ
共
有
し
て
い
る
の
で
、

リ
ア
ル
タ
イ
ム
の
数
字
も
見
な
が
ら
さ
ま
ざ

ま
な
ア
ド
バ
イ
ス
が
可
能
で
す
。
オ
ン
ラ
イ

ン
面
談
で
き
る
顧
問
先
は
、
で
き
る
だ
け
訪

問
せ
ず
に
済
む
よ
う
に
業
務
の
進
め
方
を
見

直
し
て
い
ま
す
。

―
物
価
高
も
影
響
し
、
報
酬
体
系
を
見
直

す
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
が
、
ど
の
よ
う
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

内
田（
裕
）　

適
格
請
求
書
発
行（
イ
ン
ボ

イ
ス
）
制
度
の
開
始
、
電
子
帳
簿
保
存
法

（
電
帳
法
）
の
施
行
に
伴
い
、
事
務
所
内
の

Ｄ
Ｘ
化
を
進
め
な
が
ら
、
提
供
す
る
業
務
内

容
、
報
酬
を
一
部
見
直
し
ま
し
た
。
以
前
は

年
に
１
回
の
決
算
だ
け
を
行
う
よ
う
な
サ
ー

ビ
ス
も
あ
り
ま
し
た
が
、
今
は
月
次
ま
た
は

３
か
月
に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
お
会
い
す
る
な

ど
、
継
続
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
よ
り
、
顧

問
先
と
の
長
期
的
な
関
係
構
築
を
重
視
し
て

い
ま
す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
や
電
子
帳
簿
保

存
法
へ
の
対
応
も
、
顧
客
サ
ー
ビ
ス
の
質
を

高
め
る
機
会
と
捉
え
て
支
援
さ
せ
て
い
た
だ

い
て
お
り
、
適
正
な
料
金
設
定
に
移
行
し
ま

し
た
。

内
田（
佳
）　
Ｄ
Ｘ
化
推
進
の
最
終
的
な
目

標
は
、
会
計
事
務
所
の
役
割
を
根
本
的
に
変

革
す
る
こ
と
で
す
。
記
帳
業
務
な
ど
も
重
要

な
仕
事
で
す
が
、
そ
こ
か
ら
脱
皮
し
、
会
計

な
ど
の
数
字
を
記
録
す
る
存
在
か
ら
、
顧
問

先
経
営
者
の
真
の
パ
ー
ト
ナ
ー
へ
と
成
長
し

て
い
く
こ
と
に
主
眼
を
置
い
て
い
ま
す
。
デ

ー
タ
分
析
、
経
営
ア
ド
バ
イ
ス
、
戦
略
立
案

支
援
な
ど
、
顧
客
の
成
長
に
直
接
貢
献
す
る

存
在
を
目
指
し
て
い
ま
す
。
事
務
所
の
Ｄ
Ｘ

戦
略
は
、
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
と
人
間
性
の
融
合

に
よ
る
、
新
し
い
会
計
サ
ー
ビ
ス
を
追
求
す

る
挑
戦
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

会
計
事
務
所
の
Ｄ
Ｘ
推
進
に

お
け
る「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」の

可
能
性　

―
弥
生
は
、
中
小
企
業
が
本
業
に
専
念
で

き
、
的
確
な
経
営
判
断
の
た
め
の
情
報
を
い

つ
で
も
提
供
で
き
る
ク
ラ
ウ
ド
型
会
計
ソ
フ

ト
「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
の
提
供
を
開

始
し
ま
し
た
。
貴
事
務
所
で
は
、
い
ち
早
く

「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
が
、
D
X
化
を
進
め
て
い
く
に

あ
た
っ
て
の
可
能
性
な
ど
は
ど
の
よ
う
に
感

じ
ま
し
た
か
。

藤
川　
「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、
従

来
の
会
計
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
か
ら
大
き
く
進
化

し
、
ク
ラ
ウ
ド
時
代
の
会
計
業
務
を
支
援
す

る
新
し
い
ツ
ー
ル
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
利
用

さ
せ
て
い
た
だ
き
、
最
大
の
特
徴
は
、
Ａ
Ｉ

に
よ
る
自
動
仕
訳
機
能
だ
と
感
じ
ま
し
た
。

通
帳
、
請
求
書
、
経
費
精
算
な
ど
の
デ
ー
タ

を
自
動
的
に
仕
訳
し
、
会
計
処
理
の
効
率
を

劇
的
に
改
善
し
ま
す
。
特
に
、
同
じ
取
引
が

繰
り
返
し
あ
る
企
業
で
は
、
初
期
設
定
後
は

作
成
か
ら
、
デ
ー
タ
分
析
に
基
づ
く
経
営
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
へ
と
業
務
モ
デ
ル
を
転
換

し
て
い
ま
す
。

内
田（
裕
）　
５
年
ぐ
ら
い
前
か
ら
社
内
の

書
類
を
デ
ー
タ
化
し
て
い
ま
す
。
今
は
、
決

算
書
な
ど
の
書
類
は
ほ
ぼ
デ
ー
タ
化
で
き
、

倉
庫
は
空
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。 

会
計
資

料
な
ど
は
ド
キ
ュ
ワ
ー
ク
ス
で
管
理
し
て
お

り
、
ど
こ
に
い
て
も
資
料
を
見
ら
れ
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。

内
野　
人
材
採
用
戦
略
も
Ｄ
Ｘ
推
進
の
重
要

な
要
素
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
弊
事
務
所
で

は
、
Ｉ
Ｔ
関
連
ス
キ
ル
を
持
つ
人
材
の
採
用

に
注
力
し
て
い
ま
す
。
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
は

今
後
の
デ
ジ
タ
ル
ツ
ー
ル
の
活
用
に
は
必
須

で
、
業
務
の
習
熟
度
や
処
理
ス
ピ
ー
ド
に
も

差
が
出
て
き
ま
す
。
新
入
社
員
向
け
に
は
、

専
門
の
研
修
プ
ロ
グ
ラ
ム
と
し
て
デ
ジ
タ
ル

ス
キ
ル
と
会
計
知
識
を
身
に
着
け
ら
れ
る
よ

う
に
し
て
お
り
ま
す
。

「
記
帳
代
行
支
援
サ
ー
ビ
ス
」で

紙
証
憑
を
仕
訳
、デ
ー
タ
化

藤
川　
デ
ジ
タ
ル
化
対
応
で
き
な
い
顧
問
先

に
関
し
て
は
、
弥
生
の
「
記
帳
代
行
支
援
サ

ー
ビ
ス
」
を
活
用
し
て
記
帳
業
務
を
効
率
化

し
て
い
ま
す
。
会
計
資
料
が
紙
で
送
ら
れ
て

き
て
も
、
事
務
所
内
で
機
械
的
に
ス
キ
ャ
ナ

ー
読
み
込
み
し
、
電
子
化
し
て
し
ま
え
ば
デ

ー
タ
で
情
報
を
も
ら
う
の
と
一
緒
で
す
。
Ｄ

Ｘ
化
の
目
的
の
一
つ
で
あ
る
生
産
性
向
上
は
、

Yuji Uchida

PROFILE
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1973年、長崎県長崎市生まれ。株式会社内田会計事務
所 ビジネスサポート部 部長。
内田会計グループのIT部門責任者として、グループ内の
業務効率化・IT化を推進する一方で、地元中小企業の
DX導入支援や経理業務改善の提案にも力を注いでいる。
弥生マスターインストラクター。

内野 敦史

PROFILE

長崎県長崎市生まれ。税理士法人内田会計事務所 経営
支援部 主任。有限会社医療福祉評価センター 経理コン
サル課 課長（兼任）。
勤務15年目。税務・財務コンサルティングに加え、社内外
の業務効率化にも力を入れている。

Nahoko Fujikawa藤川 奈穂子
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設
定
を
軽
減
で
き
ま
す
。
ま
た
、「
弥
生
労
務 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」

の
従
業
員
情
報
や
賃
金
情
報
を
Ａ
Ｐ
Ｉ
連
携

す
る
こ
と
で
、
初
期
設
定
が
簡
単
に
行
え
ま

す
。
入
退
社
手
続
き
や
社
会
保
険
手
続
き
、

社
内
ワ
ー
ク
フ
ロ
ー
な
ど
労
務
業
務
を
ま
る

ご
と
デ
ジ
タ
ル
化
で
き
る
の
で
、
作
業
工
数

を
削
減
し
、
人
事
、
労
務
担
当
者
の
負
担
を

軽
減
で
き
ま
す
。

継
続
的
な
機
能
改
善
で

よ
り
快
適
な
利
用
環
境
を
提
供

  「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、
こ
れ
ま
で

に
も
多
く
の
法
令
対
応
や
機
能
改
善
を
行
っ

て
き
ま
し
た（
表
１
）。
今
後
は
、
カ
ス
タ
ム

計
算
式
、
集
計
表
レ
イ
ア
ウ
ト
、
地
方
税
対

応
機
能
、
イ
ン
ポ
ー
ト
・
エ
ク
ス
ポ
ー
ト
機

能
な
ど
の
追
加
を
予
定
し
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
の
継
続
的
な
法
令
対
応
・
機
能
追
加
や
改

善
に
よ
り
、
業
務
負
担
を
軽
減
し
、
よ
り
効

率
的
な
給
与
業
務
環
境
を
提
供
い
た
し
ま
す
。

最
新
の
法
令
対
応
と

業
務
の
正
確
性
向
上

  「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、
給
与
計
算

や
年
末
調
整
業
務
を
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
進
め

る
た
め
の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。
税
制
改

正
や
社
会
保
険
料
率
の
変
更
に
も
自
動
で
対

応
し
、
最
新
の
法
令
に
適
合
し
た
業
務
が
行

え
ま
す
。
ま
た
、
業
務
の
漏
れ
を
防
ぐ
機
能

と
し
て
「
や
る
こ
と
リ
ス
ト
」
が
あ
り
ま
す
。

給
与
業
務
・
年
末
調
整
業
務
を
行
う
手
順
が

リ
ス
ト
化
さ
れ
て
お
り
、
流
れ
に
沿
っ
て
作

業
す
る
こ
と
で
進
行
状
況
を
可
視
化
で
き
る

た
め
、
業
務
の
正
確
性
を
大
幅
に
向
上
さ
せ

ま
す
。
さ
ら
に
、
ク
ラ
ウ
ド
環
境
を
活
用
す

る
こ
と
で
、
従
業
員
情
報
の
変
更
や
年
末
調

整
時
の
控
除
申
告
書
の
提
出
、
給
与
明
細
や

源
泉
徴
収
票
の
配
信
な
ど
を
ペ
ー
パ
ー
レ
ス

で
管
理
で
き
ま
す
。

勤
怠・労
務
管
理
と
の
連
携
で

さ
ら
な
る
業
務
効
率
化

  「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、
２
０
２
５

年
４
月
よ
り
勤
怠
管
理
を
行
え
る
「
弥
生
勤

怠 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」（
図
１
）、
労
務
管
理
を
行

え
る
「
弥
生
労
務 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」（
図
２
）
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
開
始
し
ま
し
た
。
各
ク
ラ

ウ
ド
サ
ー
ビ
ス
の
相
互
連
携
に
よ
り
、
Ｈ
Ｒ

領
域
の
更
な
る
業
務
改
善
を
実
現
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
弥
生
勤
怠 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」 

と

の
連
携
に
よ
り
、
打
刻
デ
ー
タ
を
給
与
計
算

に
自
動
反
映
し
、
手
作
業
を
削
減
で
き
ま
す
。

「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
で
登
録
す
る
同
一

の
従
業
員
マ
ス
タ
を
利
用
で
き
る
の
で
初
期

次世代本部
次世代戦略部

Keita Hosobuchi
細渕 敬太
Text by

PRODUCT  SERVICE 02

給与計算や年末調整業務を代行する会計事務所にとって、業務効率化と正確性の向上は常に
求められる課題です。これらのニーズに応えるべく、クラウドサービス「弥生給与 Next」を
提供しています。クラウドならではの利便性と柔軟性を備え、給与計算業務の負担軽減、法令
遵守の強化、ペーパーレス化など、活用するメリットが多いサービスです。本記事では、「弥
生給与 Next」が目指す世界観、新機能のご紹介と「弥生給与」からの移行手順や料金プラ
ンについてご紹介します。

「弥生給与 Next」のご紹介と
給与製品移行について

図1 「弥生勤怠 Next」ホーム画面 図2 「弥生労務 Next」ホーム画面用
途
の
サ
ー
ビ
ス
を
ご
利
用
い
た
だ
け
ま

す
。 
本
誌
P
４
～
５
「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
」
の
ご
紹
介
ペ
ー
ジ
に
あ
る
パ
ー
ト
ナ
ー

プ
ラ
ン
の
記
載
と
重
複
し
ま
す
の
で
、
代
行

業
務
用
に
絞
っ
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

代
行
業
務
用 

（
2
0
2
5
年
秋
以
降
提
供
予
定
） 

　
顧
問
先
の
給
与
計
算
代
行
や
年
末
調
整
代

行
業
務
に
利
用
い
た
だ
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
、

「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
ご
提
供
し
ま
す※
※

。

さ
ら
に
顧
問
先
向
け
の
機
能
も
提
供
を
予
定

し
て
い
ま
す
。
料
金
や
代
行
業
務
用
リ
リ
ー

ス
後
に
実
施
予
定
の
リ
リ
ー
ス
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
に
つ
い
て
は
、「
弥
生
会
計 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」

で
ご
紹
介
し
た
内
容
と
同
様
で
す
。
さ
ら
に
、

「
弥
生
給
与（
や
よ
い
の
給
与
計
算
）」
か
ら

「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
へ
移
行
い
た
だ
い

た
事
業
所
デ
ー
タ
は
、
２
０
２
７
年
春
以
降

も
通
常
価
格
の
半
額
で
利
用
い
た
だ
け
る

「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
移

行
応
援
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実

施
予
定
で
す
。

　
事
業
者
や
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会

員
の
皆
さ
ま
の
ご
利
用
状
況

に
よ
っ
て
移
行
開
始
で
き
る

タ
イ
ミ
ン
グ
は
異
な
り
ま
す

の
で
、
改
め
て
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
を
ご
確
認
の
上
、
移
行
開

始
ま
で
の
ご
準
備
を
進
め
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

給
与
製
品
移
行
講
習
会
や
個

別
相
談
会
も
行
っ
て
お
り
ま

す
の
で
、
必
要
に
応
じ
て
ご

活
用
く
だ
さ
い
。

  「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
起
動
し
、
画

面
の
案
内
に
従
っ
て
操
作
す
る
こ
と
で
、
デ

ー
タ
の
セ
ッ
ト
ア
ッ
プ
が
完
了
し
、
利
用
を

開
始
い
た
だ
け
ま
す
。「
弥
生
給
与（
や
よ
い

の
給
与
計
算
）」
の
利
用
状
況
に
よ
っ
て

「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
内
で
追
加
の
設
定

が
必
要
に
な
る
ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。

　
解
説
動
画
も
公
開
し
て
い
ま
す
の
で
、
詳

し
く
は
「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
移
行
支

援
ガ
イ
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

事
業
者
向
け
料
金
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

  「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
お
よ
び
「
や
よ

い
の
給
与
明
細 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
は
、
お
客
さ

ま
の
ご
利
用
シ
ー
ン
に
あ
わ
せ
た
支
援
を
目

指
す
べ
く
、
プ
ラ
ン
形
態
を
変
更
し
、
２
０

２
５
年
４
月
に
新
料
金
プ
ラ

ン
を
リ
リ
ー
ス
し
ま
し
た
。

 　

現
在
、
デ
ス
ク
ト
ッ
プ

ソ
フ
ト
「
弥
生
給
与（
や
よ

い
の
給
与
計
算
）」
お
よ
び

「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」「
や

よ
い
の
給
与
明
細 

Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
」
を
ご
利
用
中
の
お
客
さ

ま
は
、
新
料
金
プ
ラ
ン
提
供

開
始
後
も
、
現
在
ご
契
約
中

の
プ
ラ
ン
価
格
に
て
引
き
続

き
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

「
弥
生 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」

パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン
に
つ
い
て

  「
弥
生 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
パ
ー
ト
ナ
ー
プ
ラ
ン

を
ご
契
約
い
た
だ
く
と
、
①
自
社
業
務
用
、

②
代
行
業
務
用
、
③
セ
ミ
ナ
ー
業
務
用
の
３

る
際
は
、
最
新
の
「
弥
生
給
与（
や
よ
い
の

給
与
計
算
） 

25
」
に
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
し
て
い

た
だ
き
、
給
与
製
品
が
イ
ン
ス
ト
ー
ル
さ
れ

て
い
る
パ
ソ
コ
ン
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

　
イ
ン
ス
ト
ー
ル
し
た
移
行
用
デ
ー
タ
フ
ァ

イ
ル
作
成
ツ
ー
ル
を
起
動
し
、
画
面
の
案
内

に
従
っ
て
操
作
す
る
だ
け
で
、
移
行
用
デ
ー

タ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
、
保
存
が
で
き
ま
す
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
を
管
理
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
取
り
扱
い
権
限
の
あ
る
担
当

者
が
移
行
作
業
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

③
「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
の
セ
ッ
ト
ア

ッ
プ

「
弥
生
給
与
」か
ら

「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」へ
の

移
行
の
ご
案
内

　
２
０
２
４
年
12
月
よ
り
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員

の
皆
さ
ま
に
ご
案
内
し
て
お
り
ま
し
た
通
り
、

デ
ス
ク
ト
ッ
プ
ソ
フ
ト
「
弥
生
給
与（
や
よ

い
の
給
与
計
算
）」
の
新
規
販
売
を
２
０
２

５
年
５
月
30
日
で
終
了
い
た
し
ま
し
た※
※

。「
あ

ん
し
ん
保
守
サ
ポ
ー
ト
」
に
よ
る
法
令
改
正

や
年
末
調
整
な
ど
の
製
品
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
は

２
０
２
７
年
３
月
31
日
ま
で
継
続
い
た
し
ま

す（
図
３
）。
２
０
２
７
年
３
月
31
日
ま
で

に
「
弥
生
給
与（
や
よ
い
の
給
与
計
算
）」

か
ら
「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
へ
の
デ
ー

タ
移
行
を
行
う
こ
と
で
、
２
０
２
７
年
４
月

１
日
以
降
も
「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
で

業
務
を
継
続
い
た
だ
け
ま
す
。​

移
行
手
順

  「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
へ
の
移
行
は
、

次
の
３
つ
の
ス
テ
ッ
プ
で
簡
単
に
行
え
ま
す

（
図
４
）。​

① 

契
約
同
意
手
続
き※

※

​  「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
を
利
用
す
る
た

め
に
は
、
関
連
す
る
各
種
利
用
規
約
を
確
認

の
う
え
、
契
約
同
意
い
た
だ
く
必
要
が
あ
り

ま
す
。
現
在
ご
加
入
中
の
あ
ん
し
ん
保
守
サ

ポ
ー
ト
プ
ラ
ン
に
準
じ
た
プ
ラ
ン
で
、
契
約

終
了
日
ま
で
無
料
で
「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ

ｔ
」
を
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。​

② 

移
行
用
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
の
作
成

​  「
弥
生
給
与 

Ｎ
ｅ
ｘ
ｔ
」
移
行
支
援
ガ
イ

ド
か
ら
最
新
の
移
行
用
デ
ー
タ
フ
ァ
イ
ル
作

成
ツ
ー
ル
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
移
行
用
デ

ー
タ
フ
ァ
イ
ル
を
作
成
し
ま
す
。​

移
行
さ
れ
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※1 会計事務所からの紹介制度を通じた新規販売は2025年9月30日をもって終了いたします。　※2 「弥生給与 Next」の契約同意手続きは事業者向けのご案内となっており、弥生PAP会員の皆さまは手続き不要です。
※3 自社業務用は「弥生給与 Next」「弥生勤怠 Next」「弥生労務 Next」をご利用いただけます。セミナー業務用は「弥生給与 Next」「弥生労務 Next」をご提供する予定です。用途により提供する製品が異なりますのでご注意ください。

定額減税対応

令和６年分の年末調整対応

計算単価機能を追加

通勤経路・通勤費機能を追加

算定基礎届・月額変更届に対応

２０２４年５月

２０２４年９月

２０２４年10月

２０２４年11月

２０２５年２月

２０２５年３月

「弥生給与 Next」機能改善・追加一覧表1

ファームバンキングデータ
出力機能を追加

「弥生給与 Next」移行支援ガイド
www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn6956

「弥生給与」「やよいの給与計算」から
「弥生給与 Next」への移行のご案内
www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn6958

※移行期間中に事業者(顧問先)は「『弥生給与 Next』の契約に関する同意手続き」が必要です。顧問先のあんしん保守サポートの終了日に
より、同意手続きの期限は異なります。また、データ移行期間中（2025年5月中旬～2027年3月）は「弥生給与 Next」と「弥生給与(やよい
の給与計算)」の両方を利用いただけます。

「弥生給与 Next」への移行スケジュール図3

4月16日

2025年 2026年 2027年

「弥生給与」「やよいの給与計算」から「弥生給与 Next」への移行期間※
（2025年5月中旬～2027年3月31日）

5月30日 9月30日 秋以降 3月31日

「弥生給与 Next」
契約同意手続き開始
（事業者向け）

「弥生給与」
「やよいの給与計算」の
新規販売の終了

「パートナープラン
（代行業務用/セミナー業務用）」の

提供開始予定

「弥生給与」
「やよいの給与計算」の

あんしん保守サポート終了予定

「〈顧問先向け〉弥生製品紹介制度」での
「弥生給与」「やよいの給与計算」の

新規販売終了

「弥生給与」
「やよいの給与計算」

パートナー版提供終了予定
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国
税
庁
は
、
令
和
３
年
６
月
11
日
に
「
税

務
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
・
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ

ー
シ
ョ
ン
―
税
務
行
政
の
将
来
像
２
・
０

‒
」
を
公
表
し
、
令
和
８
年
度
ま
で
に
次
世

代
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ
と
を
目
指
し
計

画（
図
1
）
し
て
い
る
。
最
新
情
報
に
よ
れ

ば
、「
稼
働
時
期
は
令
和
８
年
９
月
24
日
と
す

る
方
向
で
進
め
て
い
る
」
と
の
話
も
あ
る
。

国
税
庁
の
次
世
代
シ
ス
テ
ム

「
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
」

　
国
税
庁
よ
り
情
報
公
開
し
た
内
部
資
料
に

よ
れ
ば
、
構
築
中
の
次
世
代
シ
ス
テ
ム
の
正

式
名
称
は
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
。
現
在
の
国
税
庁
基
幹

シ
ス
テ
ム
は
、
国
税
総
合
管
理
シ
ス
テ
ム
、

い
わ
ゆ
る
Ｋ
Ｓ
Ｋ
と
呼
ば
れ
て
い
る
が
、
そ

の
後
継
シ
ス
テ
ム
と
い
う
こ
と
で
名
称
を

「
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
」
と
し
た
よ
う
だ
。

　
そ
の
Ｋ
Ｓ
Ｋ
と
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
と
の
大
き
な
違

い
は
二
つ
。

　
一
つ
目
が
、
政
府
が
進
め
る
「
ガ
バ
メ
ン

ト
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス（
Ｇ
Ｓ
Ｓ
）」

と
の
連
携
だ
。
デ
ジ
タ
ル
庁
に
よ
れ
ば
、
Ｇ

Ｓ
Ｓ
は
府
省
な
ど
の
行
政
機
関
の
業
務
用
Ｐ

Ｃ
や
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
な
ど
の
業
務
実
施

環
境
を
、
政
府
共
通
の
標
準
的
な
環
境
と
し

て
提
供
す
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
い
る
。
令
和

５
年
６
月
９
日
に
閣
議
決
定
さ
れ
た
「
デ
ジ

タ
ル
社
会
の
実
現
に
向
け
た
重
点
計
画
」
に

よ
れ
ば
、
府
省
Ｌ
Ａ
Ｎ
統
合
と
し
て
高
度
化

す
る
脅
威
に
対
応
し
た
ゼ
ロ
ト
ラ
ス
ト
ア
ー

キ
テ
ク
チ
ャ
に
基
づ
き
、
利
便
性
と
セ
キ
ュ

リ
テ
ィ
両
面
を
確
保
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
へ

の
統
合
に
向
け
て
、
人
事
院
及
び
各
府
省
庁

は
、
令
和
４
年
度
以
降
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
更

改
等
を
契
機
に
こ
の
環
境
へ
移
行
す
る
こ
と

を
原
則
と
し
て
進
め
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、

人
事
院
、
農
林
水
産
省
、
個
人
情
報
保
護
委

員
会
及
び
こ
ど
も
家
庭
庁
、
宮
内
庁
、
消
費

者
庁
、
内
閣
府
及
び
カ
ジ
ノ
管
理
委
員
会
で

導
入
。
他
省
庁
に
お
い
て
は
現
在
、
順
次
導

入
中
だ
。

　
つ
ま
り
、
国
は
Ｇ
Ｓ
Ｓ
を
ベ
ー
ス
に
各
省

庁
を
超
え
た
共
通
イ
ン
フ
ラ
の
基
盤
作
り
を

進
め
て
い
る
わ
け
だ
。

国
税
内
部
の
部
門
を
超
え
た

情
報・シ
ス
テ
ム
共
有
へ

　
二
つ
目
が
、
国
税
当
局
に
お
け
る
税
目
を

超
え
た
情
報
共
有
だ
。

　
現
在
、
国
税
当
局
は
、
法
人
税
や
所
得
税

な
ど
、
税
目
を
超
え
た
横
の
連
携
は
し
て
お

ら
ず
、
各
部
門
で
情
報
を
管
理
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
Ａ
と
い
う
社
長
個
人
の
資
産
状
況

な
ど
は
個
人
課
税
課
、
Ａ
社
長
が
運
営
す
る

会
社
情
報
は
法
人
課
税
課
で
管
理
し
て
お
り
、

部
門
を
超
え
て
税
務
署
職
員
は
知
る
こ
と
が

で
き
な
い
。
こ
れ
を
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
で
は
、
部
門

を
超
え
て
情
報
共
有
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

く
。
そ
し
て
、
税
務
申
告
に
関
す
る
情
報
だ

け
で
な
く
、
各
省
庁
、
民
間
デ
ー
タ
等
を
Ｋ

Ｓ
Ｋ
２
に
蓄
積
し
て
、
税
務
調
査
等
に
活
用

し
て
い
く
。

　
そ
の
準
備
段
階
と
し
て
国
税
当
局
で
は
現

在
、
申
告
内
容
や
こ
れ
ま
で
の
税
務
調
査
事

績
は
も
ち
ろ
ん
、
法
令
で
情
報
提
出
を
義
務

付
け
て
い
る
法
定
資
料
に
加
え
、
国
税
庁
が

独
自
に
収
集
し
た
情
報
、
民
間
の
情
報
機
関

か
ら
の
情
報
、
海
外
と
の
租
税
条
約
等
に
基

づ
く
情
報
交
換
「
Ｃ
Ｒ
Ｓ
」
に
基
づ
く
非
居

住
者
の
金
融
口
座
情
報
な
ど
を
収
集
し
、

K
S
K
に
蓄
積
し
て
い
る
。

　
令
和
６
年
５
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た
全
国

国
税
局
調
査
査
察
部
長
会
議
資
料
に
よ
れ
ば
、

「
令
和
７
年
以
降
、
順
次
Ｇ
Ｓ
Ｓ
環
境
へ
移

行
し
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
導
入
ま
で
に
移
行
を
完
了

前号の会報誌（YAYOI LINK Journal vol.02）で「税務行政のDX化で税務調査もAI化　調査はこれまでより厳しくなるのか？」を掲
載したが、その後、国税庁の情報公開資料などから、国税当局の次世代システムの中身などがわかってきた。そこで、今回は国税当
局が現在構築中の次世代システムや今後予想される当局の動きなどについて迫った。

SPECIAL FEATURE
情報公開でわかった、国税庁の次世代システム
税理士業務に影響してくるのは！？

Text by タックスジャーナリスト・ZEIKENメディアプラス 宮口貴志

S P EC I A L  F E AT U R E

計
画
を
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
従
来
、
ベ
テ

ラ
ン
調
査
官
の
経
験
な
ど
に
頼
っ
て
い
た
部

分
を
デ
ー
タ
化
し
、
Ｒ
Ｉ
Ｎ
に
よ
っ
て
効
率

的
な
調
査
選
定
が
で
き
る
よ
う
に
し
、
国
税

局
や
税
務
署
で
は
、
こ
れ
ら
シ
ス
テ
ム
を
利

用
し
て
、
深
度
あ
る
調
査
に
繋
げ
て
い
く
計

画
だ
。
こ
れ
に
よ
り
、
考
え
ら
れ
る
の
が
、

現
在
、
相
続
税
調
査
な
ど
は
、
資
産
規
模
が

数
億
円
以
上
の
富
裕
層
中
心
に
調
査
選
定
さ

れ
て
い
る
の
が
、
資
産
規
模
が
小
さ
く
て
も

不
正
や
ミ
ス
を
発
見
し
て
い
き
た
い
と
推
察

さ
れ
る
。

　
ち
な
み
に
、
令
和
６
年
８
月
１
日
の
「
全

管
特
別
国
税
調
査
官（
資
産
税
担
当
）
及
び

資
産
課
税
部
門
統
括
国
税
調
査
官
会
議
資
料

「
令
和
６
事
務
年
度
の
資
産
課
税
部
門
に
お

け
る
事
務
運
営
」
に
前
述
し
た
内
容
が
ま
と

ま
っ
て
い
る（
図
3
）。

ｅ
‒
Ｔ
ａ
ｘ
等
に
よ
る

申
告
促
進
の
狙
い

　
国
税
庁
で
は
現
在
、
Ａ
Ｉ
化
の
推
進
を
目

的
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
提
出
可
能
な
添

付
資
料
類
等
を
拡
大
し
て
い
る
。
ｅ

‒
Ｔ
ａ

ｘ
の
推
進
は
、
納
税
者
の
利
便
性
向
上
と
い

う
一
面
も
大
き
い
が
、
情
報
収
集
の
充
実
と

「
勘
定
科
目
内
訳
明
細
書
」「
事
務
諸
表
」
な

ど
、
電
子
デ
ー
タ（
Ｘ
Ｍ
Ｌ
形
式
、
Ｘ
Ｂ
Ｒ

Ｌ
形
式
、
Ｃ
Ｓ
Ｖ
形
式
）
に
よ
り
提
出
可
能

な
添
付
書
類
は
イ
メ
ー
ジ
デ
ー
タ
で
の
提
出

が
Ｎ
Ｇ
と
な
っ
た
の
も
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
シ
ス
テ
ム

に
取
り
入
れ
や
す
く
す
る
狙
い
も
あ
る
。

　
こ
の
ほ
か
国
税
庁
で
は
、
税
務
調
査
や
滞

納
整
理
に
際
し
て
、
金
融
機
関
等
に
行
う
反

面
調
査
の
オ
ン
ラ
イ
ン
照
会
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
化
に
力
を
入
れ
て
い
る
。
令
和
５
年
６
月

23
日
の
「
税
務
行
政
の
将
来
像 

２
０
２
３
」

に
詳
し
く
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　
会
計
事
務
所
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
国
税

当
局
の
動
き
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
な
が
ら
、

こ
れ
か
ら
の
事
務
所
の
方
向
性
や
Ｄ
Ｘ
化
対

応
な
ど
を
真
剣
に
考
え
て
い
き
た
い
。

現
在
、ブ
ラ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
て
い
る

各
税
目
の
シ
ス
テ
ム
と
は

　
現
在
、
国
税
当
局
が
税
目
別
に
構
築
し
て

い
る
シ
ス
テ
ム
だ
が
、
情
報
公
開
し
た
内
部

資
料
に
よ
れ
ば
、
所
得
税
な
ど
の
個
人
の
関

係
は
「
調
査
選
定
補
助
ツ
ー
ル
『
Ｓ
Ａ
Ｔ
』」。

法
人
税
関
係
が
「
選
定
支
援
シ
ス
テ
ム

『
結
』」。
資
産
税
関
係
が
「
相
続
税
選
定
支

援
ツ
ー
ル
『
Ｒ
Ｉ
Ｎ
』」
と
い
う
も
の
だ
。

こ
れ
ら
ツ
ー
ル
は
現
在
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
へ
の
移

行
ま
で
に
、
調
査
事
績
や
活
用
部
署
で
把
握

さ
れ
た
改
善
事
項
等
を
シ
ス
テ
ム
に
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
し
な
が
ら
、
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ

し
て
い
る
。　

　
例
え
ば
、
資
産
税
関
係
の
「
Ｒ
Ｉ
Ｎ
」
で

は
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
に
関
し
て
「
Ｔ
ａ
ｂ

ｌ
ｅ
ａ
ｕ
」
か
ら
「
Ｐ
ｙ
ｔ
ｈ
ｏ
ｎ
」
に
変

更
し
、
複
雑
な
統
計
分
析
、
画
面
遷
移
ス
ピ

ー
ド
の
向
上
な
ど
を
図
る
。
複
雑
な
統
計
分

析
が
可
能
に
な
る
こ
と
で
、
納
税
者
の
保
有

資
産
に
お
け
る
予
測
モ
デ
ル
を
構
築
し
、
さ

ま
ざ
ま
な
情
報
か
ら
課
税
逃
れ
に
関
す
る
パ

タ
ー
ン
を
は
じ
め
、
見
込
み
追
徴
税
額
に
お

け
る
リ
ス
ク
ス
コ
ア
な
ど
を
ま
と
め
る
。
こ

れ
に
よ
り
、
リ
ス
ク
ス
コ
ア
の
高
い
順
に
Ａ

～
Ｄ
ラ
ン
ク
で
判
定
さ
せ
、
新
た
に
調
査
選

定
に
必
要
な
情
報
ソ
ー
ス
と
し
て
活
用
し
て

い
く
考
え
な
の
だ
。

　
具
体
的
に
は
、
Ｒ
Ｉ
Ｎ
で
は
、
過
去
に
相

続
税
で
申
告
漏
れ
な
ど
が
生
じ
た
案
件
か
ら

不
正
や
申
告
ミ
ス
が
生
じ
る
傾
向
を
は
じ
め
、

申
告
漏
れ
の
リ
ス
ク
を
被
相
続
人（
亡
く
な

っ
た
人
）
ご
と
に
ス
コ
ア
化
。
こ
こ
に
納
税

者
が
申
告
し
た
相
続
税
申
告
書
や
財
産
債
務

調
書
、
海
外
送
受
金
を
記
録
し
た
資
料
、
生

命
保
険
の
一
時
金
の
支
払
調
書
、
金
地
金
を

売
却
し
た
際
の
支
払
調
書
な
ど
の
情
報
を
入

れ
込
む
と
、
Ｒ
Ｉ
Ｎ
が
調
査
を
行
う
優
先
順

位
が
高
い
対
象
を
選
定
し
て
い
く
。

　
こ
う
し
た
調
査
シ
ス
テ
ム
が
出
来
上
が
っ

て
き
た
ら
国
税
庁
で
は
、
分
析
作
業
は
国
税

庁
が
行
い
、
実
際
の
調
査
先
の
選
定
な
ど
は

国
税
局
や
税
務
署
の
担
当
者
が
行
っ
て
い
く

す
る
予
定（
中
略
）。
Ｄ
Ｘ
を
推
進
す
る
観

点
か
ら
、
Ｋ
Ｓ
Ｋ
２
・
Ｇ
Ｓ
Ｓ
導
入
を
見
据

え
て
各
種
検
討
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ

る
」
と
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
９
月
12
、
13
日
の
全
国

国
税
局
長
会
議
の
「
税
務
行
政
Ｄ
Ｘ（
選
定

に
つ
い
て
）」
に
よ
れ
ば
、
図
表
２
の
よ
う

な
こ
と
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
図
2
）。

出典：令和６年８月１日「全管特別国税調査官（資産税担当）及び資産課税部門統括国税調査官会議資料「令和６事務年度の資産課税部門における事務運営」より一部抜粋

出典：「税務行政のデジタル・トランスフォーメーション－税務行政の将来像 ２０２３」令和５年６月２３日より

KSK2導入に向けた取組図2

　KSK2は、国税の賦課・徴収の基盤となる「基幹システム」であり、導入の
成否によっては、職員の職務遂行のみならず、納税者の申告・納税義務の履
行に多大な影響を及ぼすおそれがある。
　そのため、KSK2の円滑な導入に向けて、開発作業のみならず、「データ移
行」・「外部接続先との連携」といった、全庁的な課題については、全庁的な理
解の下、各課の役割分担をしっかりと定め、検討を進めていく必要がある。
　なお、事務処理手順の確認を目的として、令和7年10月から令和8年3月の
間、4拠点の業務センター（東京局大手町分室、大阪局大手前分室、金沢局業
務センター、福岡局春日分室）において「テスト運用」を実施する予定であ
る。さらに、職員の習熟度の向上を目的として、令和8年4月以降順次、全職
員（非常勤職員を含む）を対象とした「研修」を実施する予定である。

国税庁の「税務行政DX～構想の実現に向けた工程表～」より図1

機能

データ

メインフレーム

オープンシステム

●●税

各税務署・国税局 調査先等 外部データ・
インターネット

令和8年度

送信・参照
参照確認データ化 取込み

次世代システム
蓄積・勘定系入力系 活用系

債権管理 ●●
●●
徴収
催告

換価
処分

・システム上で事務処理
・電子決裁 
・システム上でデータ分析

BIツール
BAツール

プログラミング言語
AI

e-Tax・
AI-OCR

申告入力
通知
受付

課税
消費税

督促
還付
収納

氏名等氏名等 申告申告 収納収納 催告催告統合データベース

法人税所得税
決議
選定
個別個別 個別

納税者

事務運営に係る
基本的な考え

● 資産税各税の適正申告を確保することに努め、全体として均衡のとれた事務運営に配意する。

資産課税部門における事務運営図3

● 調査等事務運営に当たっては、確保した調査等関係事務量を有効活用する観点から、深度ある
　実地調査と行政指導等をバランスよく実施することで効果的・効率的な事務運営に取り組む。

調
査
事
務

区 分 課題・取組方針

調査の重点化・進行管理の徹底

特官部門の広域運営体制の見直し

局主導による事務計画の策定

簡易な接触による処理の徹底

調査選定の充実

人材育成

調査優先度の高い事案への深度ある実施調査/暫定日数指令方式による進行管理/調査件数の回復

リスクスコアや調査事績等を基に、配置署、配置職員数及び対象エリアを見直し

事務計画の策定方法を従来から抜本的に変更/局署間で意見交換を実施

相続税のメルクマールに該当する事案は簡易な接触（机上調査）による処理を徹底

Pythonにより再構築したRINの活用/リスクスコアに応じた優先度判定

機動課による1・2年目職員への指導を実施/若手職員同士の組調査等により責任感等を醸成

主な内容
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Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
と
は
？

  「
Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
は
、
税
理
士
事
務
所
に
特

化
し
た
シ
ス
テ
ム
な
ら
で
は
の
機
能
で
、
事

務
所
運
営
上
の
お
悩
み
を
解
決
し
、
付
加
価

値
提
供
の
実
践
を
支
援
し
ま
す
。

弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員
の
皆
さ
ま
へ
の
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら
、

「
顧
問
先
毎
の
タ
ス
ク・
情
報
管
理
が
属
人
化
」

「
日
常
の
業
務
の
進
め
方
」

「
経
営
助
言
～
解
決
ま
で
支
援
す
る
の
が
難

し
い
」
と
い
う
よ
う
な
お
悩
み
が
多
い
こ
と

が
わ
か
り
ま
し
た
。

「
顧
問
先
へ
の
自
動
リ
マ
イ
ン
ド
」
を
実
現

し
ま
す
。

⚫
進
捗
管
理
へ
の
連
携

　
顧
問
先
毎
の
回
収
状
況※
※

が
「
Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

内
の
進
捗
管
理
と
連
動
し
て
い
る
た
め
、
ど

の
顧
問
先
が
ど
の
よ
う
な
回
収
ス
テ
ー
タ
ス

な
の
か
を
自
動
で
シ
ー
ム
レ
ス
に
可
視
化
で

き
ま
す
。

⚫
顧
問
先
へ
の
自
動
リ
マ
イ
ン
ド※

※

　
設
定
さ
れ
た
期
限
日
と
回
収
ス
テ
ー
タ
ス

に
応
じ
て
、
顧
問
先
へ
資
料
提
出
の
自
動
リ

マ
イ
ン
ド
を
送
り
、
顧
問
先
に
何
度
も
資
料

提
出
を
催
促
す
る
手
間
を
省
き
ま
す
。

経
営
支
援
の
型

〝
企
業
ド
ッ
ク
〟を
ド
ア
ノ
ッ
ク
に
顧
問
先 

の
経
営
支
援
と
付
加
価
値
提
供
を

  「
経
営
支
援
の
型
」
で
は
、
税
理
士
事
務

所
が
顧
問
先
の
経
営
支
援
を
実
践
す
る
た
め

の
機
能
を
備
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、「
企
業
ド
ッ
ク
」
と
い
う
ド
ア
ノ
ッ

ク
コ
ン
テ
ン
ツ
を
提
供
し
、
設
問
形
式
の
簡

単
な
ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
実
施
す
る
こ
と
で
、

定
期
的
に
顧
問
先
と
の
接
点
を
誰
で
も
簡
単

に
生
み
出
し
、
会
話
の
き
っ
か
け
を
作
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
定
期
的
な
企
業
ド
ッ
ク
の
実
施
に
よ
り
、

今
ま
で
以
上
に
顧
問
先
と
の
信
頼
関
係
を
深

め
、
経
営
支
援
や
各
種
付
加
価
値
提
供
に
力

を
入
れ
る
こ
と
が
可
能
に
な
り
ま
す
。

初
期
は
定
性
的
な
診
断
に
留
ま
り
ま
す
が
、

中
長
期
的
に
は
「
弥
生
会
計
」
と
連
動
し
、

財
務
分
析
等
の
定
量
的
な
分
析
を
シ
ー
ム
レ

ス
に
体
験
で
き
る
よ
う
検
討
を
進
め
て
お
り

ま
す
。

今
後
の
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

　
正
式
版
の
リ
リ
ー
ス
を
２
０
２
５
年
８
月

末
に
予
定
し
て
い
ま
す
。
正
式
リ
リ
ー
ス
時

点
で
は
、
税
理
士
事
務
所
の
日
常
業
務
の
効

率
化
を
目
指
せ
る
よ
う
、
定
常
業
務
の
効
率

化
機
能（「
情
報
入
力
」「
生
産
性
向
上
」
）
を

中
心
に
提
供
い
た
し
ま
す（
図
2
）。

　
正
式
リ
リ
ー
ス
以
降
は
、「
情
報
入
力
」「
生

産
性
向
上
」
の
機
能
の
磨
き
込
み
を
行
い
つ

つ
、
顧
問
先
に
対
す
る
付
加
価
値
支
援
の
機

能
に
も
注
力
し
、
新
た
な
機
能
が
増
え
て
い

く
予
定
で
す
。

  「
Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
は
、
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員
の

皆
さ
ま
の
お
声
を
も
と
に
、
継
続
的
に
ア
ッ

プ
デ
ー
ト
を
行
い
な
が
ら
、
皆
さ
ま
と
一
緒

に
進
化
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

  「
Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
の
開
発
背
景
の
根
幹
で
あ

る
「
中
小
企
業
を
支
え
る
人（
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ

会
員
の
皆
さ
ま
）
を
支
え
る
」
こ
と
を
実
現

し
、
中
小
企
業
の
発
展
に
伴
走
で
き
る
よ
う
、

前
進
し
て
い
き
ま
す
。

　
こ
れ
ら
に
対
し
、「
Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
で
は
「
情

報
入
力（
顧
問
先
管
理
）」「
生
産
性
向
上
」「
経

営
支
援
」
の
３
つ
の
業
務
標
準
化
の
型
を
提

供
す
る
こ
と
で
、
税
理
士
事
務
所
の
よ
く
あ

る
お
悩
み
解
決
を
支
援
し
ま
す
。

情
報
入
力（
顧
問
先
管
理
）の
型

顧
問
先
情
報
の
属
人
化
を
防
止
し
、 

事
務
所
と
し
て
顧
問
先
理
解
を
深
化

  「
情
報
入
力
の
型
」
で
は
簡
単
に
記
録
で

き
る
Ｕ
Ｉ
と
所
内
で
の
情
報
共
有
の
仕
組
み

を
提
供
。
顧
問
先
毎
の
業
務
進
捗
や
対
応
履

歴
を
可
視
化
、
顧
問
先
の
定
性
情
報
の
蓄
積

と
活
用
を
促
進
し
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
税
理
士
事
務
所
と
し
て
押

さ
え
て
お
き
た
い
顧
問
先
の
定
性
情
報
を
、

実
際
の
お
声
を
も
と
に
テ
ン
プ
レ
ー
ト
化
し

て
お
り
、
業
務
経
験
の
長
さ
に
関
わ
ら
ず
ど

な
た
で
も
顧
問
先
の
情
報
を
整
理
で
き
ま
す
。

  「
職
員
毎
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
や
り
方
で
顧

問
先
を
管
理
し
て
い
る
」「
Ｅ
ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
で
管

理
し
て
い
る
が
煩
雑
で
あ
る
」
な
ど
の
お
悩

み
を
解
消
し
、
税
理
士
事
務
所
の
資
産
と
し

て
顧
問
先
管
理
を
行
う
こ
と
で
顧
問
先
と
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
円
滑
に
進
め
る
た

め
の
土
台
構
築
を
ご
支
援
し
ま
す
。

生
産
性
向
上
の
型

税
理
士
事
務
所
の
一
番
の
お
悩
み
。

 〝
資
料
回
収
〟に
着
目

  「
生
産
性
向
上
の
型
」
で
は
大
き
く
３
つ

の
機
能
を
提
供
し
、
業
務
を
標
準
化
す
る
こ

と
で
、
タ
ス
ク
の
漏
れ
防
止
や
工
数
の
削
減
、

顧
問
先
毎
の
工
数
可
視
化
に
よ
る
報
酬
の
適

正
化
・
見
直
し
に
貢
献
し
ま
す
。

❶
日
々
の
業
務
の
タ
ス
ク
進
捗
管
理
と
な
る

カ
レ
ン
ダ
ー
・
タ
ス
ク
管
理
、
進
捗
管
理
機

能（
図
1
）

❷
税
理
士
事
務
所
特
有
の
業
務
を
効
率
化
す

る
日
報
、
業
務
処
理
簿
、
資
料
回
収
機
能

❸
所
内
の
生
産
性
分
析
の
た
め
の
工
数
分
析

機
能

カ
レ
ン
ダ
ー
・
タ
ス
ク
の
消
込
・
日
報
の
提

出
情
報
を
基
に
、
業
務
処
理
簿
の
自
動
生
成

や
、
進
捗
管
理
へ
の
自
動
反
映
な
ど
、
カ
レ

ン
ダ
ー
・
タ
ス
ク
の
利
用
で
日
常
業
務
を
効

率
化
で
き
ま
す
。

  「
職
員
の
負
担
を
懸
念
し
、
日
報
が
な
か

な
か
実
施
で
き
て
い
な
い
」「
適
切
な
報
酬
設

計
や
職
員
の
業
務
配
分
の
た
め
、
工
数
分
析

を
し
た
い
が
時
間
が
な
く
中
々
実
施
で
き
て

い
な
い
」
な
ど
の
お
悩
み
を
「
Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」

で
一
気
に
解
決
し
ま
す
。

　
そ
し
て
、
弥
生
Ｐ
Ａ
Ｐ
会
員
の
皆
さ
ま
か

ら
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
最
も
回
答
数
が
多
か
っ

た
、
資
料
回
収
の
お
悩
み
を
解
決
す
る
「
資

料
回
収
機
能
」
を
提
供
し
ま
す
。

　
資
料
回
収
の
一
連
の
工
程
で
あ
る
「
案
内

書（
提
出
リ
ス
ト
）
の
作
成
～
回
収
資
料
の

進
捗
管
理
～
資
料
提
出
に
関
す
る
顧
問
先
へ

の
連
絡
」
を
網
羅
的
に
解
決
す
る
機
能
を
搭

載
し
、
資
料
回
収
の
手
間
を
削
減
し
ま
す
。

具
体
的
に
は
、「
Ｚ
Ｅ
Ｘ
Ｔ
」
内
に
資
料
格
納

ス
ト
レ
ー
ジ
を
設
け
、
顧
問
先
と
ス
ト
レ
ー

ジ
を
共
有
す
る
仕
組
み
を
構
築
し
、「
案
内
書

の
簡
易
送
付
」「
進
捗
管
理
へ
の
自
動
連
携
」

2025年5月にβ版リリースをしました「ZEXT」は、税理士事務所に特化した業務システムで、税理士事務所運営に役立つ3つの
「型」　をクラウドサービスとして提供します。前号の会報誌（YAYOI LINK Journal vol.02）では、「ZEXT」の企画背景と、提
供したい価値（機能群）を紹介させていただきました。今回は、提供したい価値（機能群）に加えて、一部具体的な機能をご紹介
し、今後のロードマップについてお伝えします。

※1

ZEXTの特徴
事務所の運営に役立つ3つの「型」を提供します。❶顧問先管理を起点に、

❷生産性向上や顧問先に対する❸経営支援が一気通貫で実施できるサービスです。

・企業ドッグ
・補助金・助成金診断
・定性リスク診断
・財務診断 など
・ローンチ後順次実装
  していく予定

経営支援の「型」3
顧問先支援のための

気付きやヒントが見える仕組み

顧問先管理（かんたん記録）

情報入力の「型」1
手間なく、顧問先管理（情報蓄積）する仕組み

・カレンダー/ToDo管理
・進捗管理
・日報/業務処理簿
・工数分析
・資料回収管理 など

生産性向上の「型」2
生産性を向上する

仕組み

時間
ができる

情
報
を

整理する 提案

で
き
る

（情
報を

引
き
出
せ
る
）

CLOSEUP YAYOI
SERVICE 01

弥生PAP会員向け新サービス を間もなくリリース

※1 手間なく顧問先情報を蓄積できる「情報入力の型」カレンダー・タスク管理、資料回収、工数分析などの「生産性向上の型」企業ドック、補助金・助成金診断、
定性リスク診断・財務診断など顧問先支援のための気づきやヒントがみえる「経営支援の型」

図1 カレンダータスク画面

※2 必要書類リストのステータスが、進捗管理へ反映　※3 顧問先への自動リマインドは２０２５年12月末頃に実装予定

C LO S EU P  YAYO I  S ER V I C E  0 1

2025年8月末提供開始

付加価値業務の実践
（共創）

弥生PAP会員にとっての
ビジネスインフラ

定常業務が効率化
（工数可視化・生産性向上）

2027年 2030年
ZEXT 1.0 ZEXT 2.0 ZEXT 3.0

定
常
業
務

❶情報入力の型

❸経営支援の型

❷生産性向上の型

付
加
価
値
業
務

・顧問先の課題がわかる
・助言できる経営助言

・課題解決提案できる
課題解決
支援

・税務が楽になる
・顧問先毎の工数がわかる税　務

・大きな情報を蓄積できる
・聞くことがわかる

関係構築

●企業ドック（定量：簡易財務診断）
●ベストプラクティスの還元
●詳細財務分析 ●財務計画

●企業ドック（定性）
●補助金・助成金診断

●かんたん記録
●顧問先管理

●カレンダーToDo管理
●資料回収 ●案件進捗管理
●工数分析 ●日報・業務処理簿

●情報コンテンツ

●所内勤怠管理
●ワークフロー
●報酬請求管理

●リスク診断（保険提案）
●補助金・助成金申請支援
●資金調達支援 ●株価試算

ユーザーの声を
集めながら

機能改善・拡張

「ZEXT」ロードマップ図2

※ZEXT2.0以降は現時点での開発計画・構想であり、仕様やスケジュールは
変更となる可能性があります。
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５
年
程
度
の
引
継
期
間
を
設
け
る
な
ど
、
計

画
的
に
事
業
承
継
を
進
め
る
こ
と
が
大
切
だ

と
思
い
ま
す
。

森　
会
計
事
務
所
の
Ｍ
＆
Ａ
は
、
単
な
る
事

業
統
合
で
は
な
く
、
顧
問
先
や
働
き
続
け
る

ス
タ
ッ
フ
へ
の
責
任
を
果
た
す
選
択
肢
の
一

つ
と
考
え
ま
す
。
だ
か
ら
こ
そ
慎
重
に
、
か

つ
前
向
き
に
検
討
し
て
ほ
し
い
で
す
ね
。
重

要
な
の
は
、
形
式
的
な
統
合
で
は
な
く
、
人

と
組
織
を
大
切
に
す
る
丁
寧
な
ア
プ
ロ
ー
チ

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
意
味
で
Ｍ
＆
Ａ

は
、
属
人
的
な
事
務
所
運
営
か
ら
、
組
織
的

で
持
続
可
能
な
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
へ
の
転
換

点
と
な
る
選
択
肢
の
一
つ
だ
と
考
え
ま
す
。

今
後
も
Ｍ
＆
Ａ
で

事
務
所
拡
大
す
る
理
由

―
M
&
A
を
し
て
約
半
年
、
今
後
の
課
題

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

森　
事
務
所
運
営
に
お
い
て
、
東
京
事
務
所

と
名
古
屋
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
の
交
流
も
一

部
し
か
行
え
て
お
ら
ず
、
細
か
な
部
分
で
す

り
合
わ
せ
が
必
要
で
す
。
各
種
規
則
や
報
酬

体
系
、
教
育
シ
ス
テ
ム
な
ど
も
徐
々
に
調
整

し
て
い
く
必
要
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
お
互

い
に
焦
ら
ず
、
納
得
で
き
る
形
で
進
め
て
い

け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

―
ク
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
の
今
後
の

目
標
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

森　
組
織
を
固
め
な
が
ら
に
な
り
ま
す
が
、

事
務
所
の
ブ
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
、
知
名
度
、
人

材
採
用
の
観
点
か
ら
も
、
積
極
的
な
Ｍ
＆
Ａ

で
事
務
所
を
拡
大
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

設
け
、
こ
の
３
都
市
を
中
心
に
事
務
所
を
拡

大
し
て
い
く
計
画
で
す
。
ま
ず
は
売
上
10
億

円
、
従
業
員
70
名
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

―
組
織
拡
大
が
も
た
ら
す
新
た
な
可
能
性

を
ど
の
よ
う
に
お
考
え
で
す
か
？

森　
ス
タ
ッ
フ
の
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
の
幅
が

大
き
く
広
が
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
支
店
が

増
え
れ
ば
、
地
方
拠
点
で
経
験
を
積
ん
で
も

ら
う
こ
と
も
で
き
ま
す
。
例
え
ば
、
経
営
や

業
務
管
理
、
ス
タ
ッ
フ
の
育
成
な
ど
、
各
拠

点
で
キ
ャ
リ
ア
を
段
階
的
に
積
み
、
組
織
内

で
成
長
で
き
る
環
境
を
整
備
で
き
ま
す
。

米
津　
税
理
士
法
人
で
経
営
者
が
若
く
全
国

展
開
し
て
い
れ
ば
、
人
材
採
用
も
個
人
事
務

所
よ
り
有
利
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
全
国
的
に

採
用
が
難
し
い
中
、
こ
れ
は
大
き
な
メ
リ
ッ

ト
で
す
。
私
自
身
は
70
歳
ま
で
は
現
役
で
い

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
健
康
状
態
や
後

継
者
の
育
成
状
況
に
よ
っ
て
は
、
柔
軟
に
対

応
し
て
い
け
る
環
境
が
で
き
た
の
は
嬉
し
い

で
す
。

Ｍ
＆
Ａ
を
検
討
す
る

税
理
士
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス

米
津　
自
身
の
健
康
リ
ス
ク
を
考
え
る
と
、

な
る
べ
く
早
め
に
引
き
継
ぎ
の
準
備
を
す
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。
Ｍ
＆
Ａ
の
タ

イ
ミ
ン
グ
と
し
て
65
～
70
歳
に
な
っ
て
か
ら

考
え
始
め
る
の
で
は
遅
い
と
思
い
ま
す
。
長

期
的
な
視
点
で
事
業
承
継
を
考
え
る
必
要
が

あ
り
、
ス
タ
ッ
フ
の
こ
と
、
顧
問
先
の
こ
と

も
考
え
な
が
ら
、
引
き
継
い
で
も
ら
え
る
環

境
を
一
緒
に
作
っ
て
い
け
る
パ
ー
ト
ナ
ー
を

探
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

え
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
ま
し
た
。
業
務
の

進
め
方
や
利
用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
な
ど
の

見
直
し
は
ス
ト
レ
ス
で
す
。
そ
の
た
め
、
利

用
し
て
い
る
シ
ス
テ
ム
、
業
務
フ
ロ
ー
は
ほ

ぼ
変
更
せ
ず
、
ス
ム
ー
ズ
な
事
業
統
合
を
心

が
け
ま
し
た
。

米
津　
Ｍ
＆
Ａ
を
公
表
し
た
と
き
、
ス
タ
ッ

フ
か
ら
「
先
生
の
年
齢
の
こ
と
が
気
に
な
っ

て
い
た
」
と
い
う
率
直
な
声
も
聞
か
れ
、

Ｍ
＆
Ａ
が
双
方
に
と
っ
て
前
向
き
な
選
択
肢

だ
っ
た
と
感
じ
ま
し
た
。

―
実
際
の
Ｍ
＆
Ａ
後
、
ど
の
よ
う
な
変
化

が
あ
り
ま
し
た
か
？

米
津　
昨
年
10
月
１
日
か
ら
名
古
屋
事
務
所

と
し
て
加
わ
り
ま
し
た
が
、
業
務
上
は
大
き

な
変
化
は
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、

私
個
人
と
し
て
は
業
務
負
担
が
軽
減
さ
れ
、

精
神
的
な
余
裕
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

森　
現
在
は
、
顧
問
先
の
月
次
デ
ー
タ
の
共

有
や
、
申
告
書
の
チ
ェ
ッ
ク
な
ど
を
通
じ
て
、

無
理
な
く
統
合
を
進
め
て
い
ま
す
。
急
激
な

変
化
は
避
け
、
互
い
の
事
務
所
文
化
を
尊
重

し
な
が
ら
進
め
て
い
る
状
況
で
す
。

規
模
拡
大
は
人
材
採
用
に

大
き
く
影
響

―
今
後
の
目
標
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ

さ
い
。

森　
名
古
屋
事
務
所
を
戦
略
的
に
重
要
な
拠

点
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
先
の
話
に
な
り

ま
す
が
、
米
津
先
生
と
話
し
合
い
な
が
ら
、

名
古
屋
事
務
所
で
も
若
手
の
採
用
を
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
は
東
京
、

名
古
屋
の
２
拠
点
で
す
が
大
阪
に
も
拠
点
を

あ
り
、
会
計
ソ
フ
ト
は
「
弥
生
会
計
」
を
使

っ
て
い
た
の
で
事
業
統
合
に
よ
る
業
務
上
の

ス
タ
ッ
フ
の
負
担
も
ほ
ぼ
あ
り
ま
せ
ん
。
申

告
ソ
フ
ト
や
業
務
の
進
め
方
、
メ
ー
ル
ア
ド

レ
ス
も
そ
の
ま
ま
維
持
し
て
よ
い
と
の
こ
と

で
し
た
の
で
、
請
求
書
発
行
な
ど
一
部
バ
ッ

ク
オ
フ
ィ
ス
業
務
の
み
対
応
す
る
柔
軟
な
要

件
で
し
た
。

森　
私
ど
も
と
し
て
は
、
米
津
先
生
が
ま
だ

５
年
、
10
年
働
け
る
と
い
う
部
分
が
大
き
か

っ
た
で
す
。
事
務
所
の
Ｍ
＆
Ａ
に
お
い
て
は
、

事
業
統
合
さ
れ
る
事
務
所
の
ス
タ
ッ
フ
や
そ

の
顧
問
先
が
不
安
に
な
る
の
は
目
に
見
え
て

い
ま
す
。
そ
の
た
め
、
ま
ず
は
名
古
屋
事
務

所
の
ス
タ
ッ
フ
の
ス
ト
レ
ス
を
最
小
限
に
抑

CLOSEUP YAYOI 
SERVICE 02  

日本税理士会連合会の第７回実態調査（令和６年１月１日時点）
によると、税理士の年齢層は「60歳代」が最も多く、次いで「70
歳代」、「50歳代」で、「60歳代」以上が半数以上を占めることが
わかった。高齢化する税理士業界において、事業承継は最も重
要な経営課題の一つとなっている。今回、東京・千代田区の税
理士法人クリアコンサルティングと愛知・名古屋の米津普次税
理士事務所は、弥生株式会社の仲介によりM&Aを実施した。
この事例を通じて、個人事務所における事業承継の課題と、
M&Aを通じた解決策について率直な意見を伺った。

さ
れ
た
の
で
す
ね
。

米
津　
弥
生
を
通
し
て
最
終
的
に
4
事
務
所

か
ら
Ｍ
＆
Ａ
の
意
向
表
明
書
を
ご
提
示
い
た

だ
き
ま
し
た
。
最
終
的
に
税
理
士
法
人
ク
リ

ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
選
択
し
た
わ
け
で

す
が
、
選
ん
だ
一
番
の
理
由
は
、
明
確
な
後

継
者
の
存
在
と
現
状
の
事
務
所
経
営
の
ス
タ

イ
ル
を
で
き
る
だ
け
変
え
な
い
Ｍ
＆
Ａ
後
の

プ
ラ
ン
で
し
た
。
経
営
ト
ッ
プ
の
方
に
何
か

あ
っ
た
と
き
の
代
替
わ
り
を
考
え
る
と
、
ク

リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
が
最
も
リ
ス
ク
が

低
か
っ
た
。
ま
た
、
現
状
を
で
き
る
だ
け
変

え
な
い
事
業
統
合
プ
ロ
セ
ス
も
ポ
イ
ン
ト
で

し
た
。
弥
生
か
ら
の
ご
紹
介
と
い
う
こ
と
も

―
事
務
所
の
Ｍ
＆
Ａ
に
踏
み
切
ら
れ
た
背

景
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

米
津　
事
務
所
を
続
け
て
い
く
に
あ
た
り
大

き
く
３
つ
の
課
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
ず
、

一
つ
目
が
後
継
者
問
題
で
す
。
私
自
身
、
息

子
が
２
人
い
る
の
で
す
が
、
自
分
の
や
り
た

い
仕
事
を
優
先
さ
せ
ま
し
た
。
一
方
で
事
務

所
の
後
継
者
を
育
て
な
く
て
は
い
け
な
か
っ

た
の
で
す
が
、
税
理
士
資
格
者
で
優
秀
な
人

材
は
育
っ
て
く
る
と
独
立
な
ど
に
よ
り
、
結

果
的
に
事
務
所
内
で
適
切
な
後
継
者
を
育
成

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ
と

還
暦
を
過
ぎ
健
康
リ
ス
ク
が
ま
す
ま
す
高
く

な
っ
て
い
く
こ
れ
か
ら
、
私
に
も
し
も
の
こ

と
が
あ
っ
た
場
合
に
お
客
さ
ま
や
ス
タ
ッ
フ

に
迷
惑
を
か
け
な
い
よ
う
に
し
た
い
と
思
い

ま
し
た
。

　
二
つ
目
は
事
務
所
運
営
の
問
題
で
す
。
管

理
職
の
育
成
も
で
き
な
か
っ
た
た
め
、
ス
タ

ッ
フ
は
ほ
ぼ
定
時
で
帰
宅
し
、
多
く
の
業
務

が
私
に
集
中
し
て
い
ま
し
た
。
体
力
が
落
ち

て
い
く
今
後
は
こ
の
状
況
は
続
け
ら
れ
な
い

と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

　
三
つ
目
が
人
手
不
足
に
よ
る
人
材
確
保
の

難
し
さ
で
す
。
正
社
員
の
募
集
に
対
し
て
、

ほ
と
ん
ど
応
募
が
な
い
状
況
が
続
い
て
い
ま

し
た
。
仮
に
応
募
が
あ
っ
て
も
な
か
な
か
採

用
に
至
り
ま
せ
ん
。
理
由
の
一
つ
に
、
私
の

年
齢
が
60
歳
を
超
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

し
た
。
そ
の
た
め
、
こ
の
ま
ま
で
は
事
務
所

の
存
続
が
危
ぶ
ま
れ
る
と
感
じ
て
い
ま
し
た
。

譲
渡
先
を
決
め
た
ポ
イ
ン
ト

―
そ
う
し
た
中
で
Ｍ
＆
Ａ
へ
行
動
を
起
こ
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「弥生会計 Next」正式リリース記念としまして、「＜顧問先向け＞弥生製品 紹介制度」の
キャンペーンを実施します。​
「＜顧問先向け＞弥生製品 紹介制度」を利用した契約・アンケート回答で通常紹介料に
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税
理
士
登
録
者
数
は
２
０
２
５
年
１

月
末
時
点
で
８
万
１
５
５
５
人
。
10
年

前
の
２
０
１
５
年
１
月
末
は
、
７
万
５

５
７
７
人
だ
っ
た
の
で
約
６
千
人
増
え

た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
税
理
士
が
増
え
れ
ば
不
良
税
理
士
も

増
え
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
の
で
、
国

税
当
局
は
、
税
理
士
の
取
り
締
ま
り
強

化
に
乗
り
出
し
た
わ
け
で
す
。

　
税
理
士
を
取
り
締
ま
る
国
税
局
の
ポ

ジ
シ
ョ
ン
は
「
総
務
部
」
で
、
そ
の
ト

ッ
プ
は
「
税
理
士
監
理
官
」、
そ
の
下

に
「
課
長
補
佐
」
が
配
置
さ
れ
て
い
ま

す
。「
税
理
士
監
理
官
」
は
キ
ャ
リ
ア
組

の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
で
、
実
務
的
に
は
課
長

補
佐
が
動
き
ま
す（
図
表
参
照
）。

　
そ
の
下
に
税
理
士
専
門
官
が
配
置
さ

れ
、
こ
の
専
門
官
が
実
質
的
な
調
査
等

を
行
い
ま
す
。
こ
の
ほ
か
事
務
作
業
な

ど
を
行
う
部
門
と
し
て
「
税
理
士
係
」

が
あ
り
、「
係
長
」
を
ト
ッ
プ
に
数
名
配

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
税
理
士

の
情
報
収
集
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

「
税
理
士
事
務
専
門
官
」
は
何
処
に
配

置
さ
れ
る
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

税
理
士
へ
の
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ

て
い
る
こ
と
を
意
識
し
て
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
業
務
に
集
中
し
て
い
く
こ
と
が

肝
心
で
す
。

開
催
し
、
税
理
士
懲
戒
処
分
事
案
26
件

に
つ
い
て
審
議
し
、
そ
の
26
件
に
つ
い

て
懲
戒
処
分
を
行
う
こ
と
が
相
当
で
あ

る
と
決
定
し
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
、

同
年
６
月
28
日
付
官
報
で
税
理
士
懲
戒

処
分
者
が
38
件
公
告
さ
れ
て
い
た
の
で
、

２
０
２
４
年（
令
和
６
年
）
の
税
理
士

法
違
反
者
は
合
計
64
件
と
な
り
ま
し
た
。

２
０
２
３
年（
同
５
年
）
が
38
件
、
22

年
が
13
件
だ
っ
た
の
で
、
僅
か
こ
の
３

年
で
５
倍
近
く
増
加
し
た
こ
と
に
な
り

ま
す（
図
表
参
照
）。

理
士
専
門
官
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
ら
、

基
本
的
に
税
理
士
法
違
反
が
疑
わ
れ
て

い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
３
つ
の

調
査
の
詳
細
は
、
ま
た
別
の
機
会
に
紹

介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
が
、
２
０
２

５
年
７
月
か
ら
、
実
は
、
税
理
士
を
取

り
締
ま
る
新
設
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て

「
税
理
士
事
務
専
門
官
」
が
全
国
の
国

税
局（
所
）
に
配
置
さ
れ
ま
す
。

　
国
税
庁
の
発
表
で
は
、「
税
理
士
事
務

専
門
官
は
、
国
家
公
務
員
の
定
年
年
齢

引
上
げ
に
伴
う
役
職
定
年
制
の
対
応
と

し
て
設
け
ら
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す
が
、

担
当
業
務
は
、
税
理
士
法
違
反
行
為
者

に
対
す
る
懲
戒
処
分
や
に
せ
税
理
士
に

対
す
る
取
締
り
等
に
関
す
る
事
務
運
営

に
従
事
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　
な
ぜ
、
こ
の
よ
う
な
ポ
ジ
シ
ョ
ン
が

新
設
さ
れ
た
の
か
と
言
え
ば
、
不
良
税

理
士
が
増
え
て
き
た
か
ら
。
前
述
し
ま

し
た
が
、
国
税
局
に
は
、
税
理
士
を
取

り
締
ま
る
ポ
ジ
シ
ョ
ン
と
し
て
、
税
理

士
専
門
官
が
配
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
元

税
理
士
専
門
官
を
務
め
た
経
験
の
あ
る

国
税
Ｏ
Ｂ
税
理
士
に
よ
る
と
「
税
理
士

専
門
官
は
、
税
理
士
法
調
査
だ
け
で
な

く
、
税
理
士
会
と
の
連
携
・
情
報
交
換

な
ど
調
査
以
外
の
仕
事
も
多
い
た
め
、

業
務
負
担
を
軽
く
す
る
た
め
に
新
設
ポ

ジ
シ
ョ
ン
が
設
け
ら
れ
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
」
と
し
て
い
ま
す
。

　
２
０
２
４
年
12
月
12
日
、
国
税
審
議

会
が
第
１
１
２
回
の
税
理
士
分
科
会
を

　
国
税
当
局
が
税
理
士
を
調
査
す
る
場

合
、
実
態
確
認
及
び
税
理
士
法
調
査
、

課
税
調
査
が
あ
る
の
を
ご
存
じ
で
し
ょ

う
か
？

　
課
税
調
査
は
、
一
般
の
所
得
税
等
の

調
査
と
同
じ
で
、
税
理
士
本
人
の
所
得

税
等
を
調
査
し
ま
す
。
担
当
は
、
税
務

署
の
個
人
課
税
部
門
の
統
括
官
ま
た
は

特
別
調
査
官（
所
得
税
等
担
当
）。
税

理
士
法
人
の
場
合
は
、
法
人
税
等
調
査

と
な
り
ま
す
。

　
課
税
調
査
は
、
税
務
署
単
位
で
決
ま

っ
た
件
数
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
の
で
、
基
本
的
に
は
、
管
轄
す

る
税
理
士
支
部
内
で
申
告
所
得
額
の
多

い
順
に
調
査
対
象
に
な
り
ま
す
。

　
実
態
確
認
で
す
が
、
こ
ち
ら
は
財
務

省
設
置
法
第
19
条
を
法
的
根
拠
に
、
税

理
士
業
務
の
適
正
な
運
営
の
確
保
を
目

的
に
行
わ
れ
ま
す
。
税
務
署
の
管
内
に

事
務
所
を
有
す
る
開
業
税
理
士
及
び
税

理
士
法
人
の
社
員
税
理
士
等
に
実
施
さ

れ
、
署
の
税
理
士
事
務
担
当
者（
総
務

課
の
課
長
補
佐
等
）
が
行
い
ま
す
。

　
一
方
で
税
理
士
法
調
査
は
、
税
理
士

法
違
反
行
為
や
そ
の
事
実
が
あ
る
と
認

め
ら
れ
る
税
理
士
に
対
し
て
懲
戒
処
分

を
視
野
に
行
わ
れ
ま
す
。
根
拠
条
文
は
、

税
理
士
法
第
55
条
第
1
項
で
す
。

　
担
当
す
る
の
は
国
税
局
の
税
理
士
専

門
官
が
主
体
で
、
署
の
税
理
士
事
務
担

当
者（
課
長
補
佐
等
）
は
そ
の
サ
ポ
ー

ト
役
と
な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
局
の
税
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国税当局が税理士の
取り締まりを強化しています！

ZEIKAI
COLUMN

税界コラム

調査までの流れ

国税局事案
局配置の

税理士専門官が
主体となって実施

支援事案
署の課長補佐が
税理士専門官の
支援を受けて実施

署事案
署の課長補佐が
単独で実施

税理士監理官
調査等指示

税務署総務課
税理士等資料せん

出典：国税庁の発表資料から作成

税理士・税理士法人の
懲戒処分数

令和1年
令和2年
令和3年
令和4年
令和5年
令和6年

43人
22人
21人
13人
38人
64人

懲戒処分数会計年度

弥生PAP会員対象パートナー

毎月月末時点で付与条件を達成された方を対象として、紹介
元パートナーおよび紹介先それぞれのメールアドレス宛に特典

（Amazon ギフトカード）をお届けします。

特典付与方法

対象製品 【 クラウドサービス 】「弥生会計 Next」「弥生給与 Next」の各プラン（無料プランを除く）
【デスクトップソフト】各製品のサポートプラン

※ 「やよいの白色申告 オンライン」「やよいの青色申告 オンライン」「弥生会計 オンライン」「Misoca」は対象外です。

特典内容 製品および契約プランに応じたAmazonギフトカード（Eメールタイプ）

付与条件 （1）キャンペーン期間中に「＜顧問先向け＞弥生製品 紹介制度」を利用した製品の、弊社への入金が済んでいること
（2）(1)で購入または契約した製品に対するアンケートを回答すること
     【紹介元パートナー(弥生PAP会員)】（1）を満たすこと
     【紹介先(事業者)】（1）(2)両方を満たすこと

2025年4月8日（火）～9月30日（火）キャンペーン期間

www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn696　

キャンペーンの詳細は
弥生PAP会員Webサイトを
ご確認ください

新製品リリース記念！
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弥生の会計事務所M&A仲介
採用と定着にもつながる、事業承継の新たな選択肢
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www.yayoi-kk.co.jp/rd/yn696
https://www.yayoi-kk.co.jp/
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